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報
告
３
件
。

　

議
案
は
慎
重
審
議
の
結
果
、
原

案
通
り
可
決
、
承
認
さ
れ
、
認
定

案
も
原
案
通
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
は
総

額
37
億
６
７
４
８
万
８
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
宮
本
睦
生
、
鍋

田
平
、
富
山
勝
、
河
原
泉
、
津
出

悦
男
の
５
議
員
が
、
平
成
27
年
２

月
で
町
長
の
任
期
が
満
了
と
な
る

次
期
町
政
や
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
現
状
、
全
国
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
な
ど
に
つ
い
て
質
問
。

　

町
長
は
答
弁
の
中
で
、「
農
業
振

興
や
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事

業
な
ど
さ
ら
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
、
引
き
続
き
町
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
次
期
町

長
選
へ
の
出
馬
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
第
３
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
９
月
５
日
か
ら
９
日
ま

で
開
会
。
荒
木
町
長
は
、
子
育
て

３
法
に
基
づ
く
「
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
状
況
や
、

地
権
者
説
明
会
を
開
い
た
「
芝
原

土
地
区
画
整
理
事
業
」、
嘉
島
西

小
校
舎
の
増
築
工
事
設
計
委
託
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

上
程
議
案
は
◇
子
ど
も
子
育
て

事
業
計
画
策
定
に
伴
う
条
例
制
定

案
◇
介
護
予
防
事
業
実
施
の
た
め

の
地
区
公
民
館
（
４
施
設
）
改
修

費
１
２
０
０
万
円
を
含
む
１
億
８

４
３
７
万
７
千
円
を
追
加
す
る
平

成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
13
件
。
こ
の
ほ
か
、
平
成
25
年

度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算

認
定
６
件
。
平
成
25
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の

芝
原
地
区
の
区
画
整
理

西
小
の
増
築
設
計
委
託

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会

議 会

町
政
報
告

荒
木
町
長

　

今
年
の
夏
は
台
風
と
長
雨
で
、

列
島
各
地
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
者

の
皆
さ
ま
に
は
お
見
舞
い
申
し
上

げ
、
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
台
風
の
季
節
で
す
が
、
何
事

も
な
く
実
り
の
秋
を
迎
え
ら
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

内
閣
改
造
で
は
、
元
気
で
豊
か

な
地
方
の
創
生
が
大
き
な
政
策
課

題
と
し
て
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
の
嘉
島
町
も
、
こ
れ
か
ら
そ

う
い
う
活
力
あ
る
地
域
に
な
る
よ

う
大
い
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

６
月
議
会
か
ら
今
日
ま
で
の
主

な
動
き
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

消
防
操
法
大
会

　

嘉
島
町
を
会
場
に
７
月
６
日
、

上
益
城
郡
消
防
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
、
町
の
代
表
と
し
て
出
場
し

た
第
１
分
団
第
１
部
（
井
寺
）
と

第
１
分
団
第
２
部
（
下
六
嘉
）
は

い
ず
れ
も
上
位
に
入
賞
。
上
益
城

郡
代
表
と
し
て
、
８
月
３
日
に
人

吉
市
で
開
か
れ
た
第
30
回
熊
本
県

消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
と
も
に
練
習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
が
、
惜
し

く
も
入
賞
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し

た
。臨

時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
ア
ッ

プ
に
伴
う
臨
時
給
付
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
７
月
１
日
よ
り
申

請
受
付
を
開
始
し
、
８
月
ま
で

に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
は
６
４

４
世
帯
（
対
象
予
定
世
帯
の
67
・

７
％
）、「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」
は
５
８
０
世
帯
（
同

84
・
６
％
）
の
支
給
を
決
定
。
第

１
回
を
８
月
15
日
に
支
給
し
、
次

回
は
９
月
16
日
に
支
給
の
予
定
で

す
。
引
き
続
き
、
10
月
１
日
ま
で

申
請
の
受
付
業
務
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

子
ど
も
子
育
て
会
議

　
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
策
定
に
向
け
て
、
関
係
者
の

方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
現
在

ま
で
会
議
を
３
回
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

子
育
て
３
法
に
沿
っ
た
各
種
事

業
の
基
準
案
や
、
計
画
の
素
案
等

に
つ
い
て
ご
意
見
を
出
し
て
い
た

だ
き
、
本
年
度
中
の
策
定
を
目
標

に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業

　

上
島
の
芝
原
、
町
下
の
一
部
を

含
む
約
５
・
３
㌶
に
つ
い
て
、
市

街
化
区
域
編
入
に
向
け
て
、
７
月

29
日
に
地
権
者
説
明
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
夏
の
編

入
を
予
定
し
、
そ
の
後
、「
芝
原

土
地
区
画
整
理
事
業
」
と
し
て
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ハ
タ
ノ
立
地
協
定
調
印

　

印
刷
業
の
株
式
会
社
ハ
タ
ノ
が
、

本
町
に
新
工
場
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
、
８
月
６
日
に
立
地
協
定

書
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。
予

定
地
は
、
下
仲
間
の
株
式
会
社
ツ

ツ
ミ
南
側
に
隣
接
す
る
敷
地
面
積

７
６
５
１
平
方
㍍
。
工
場
の
床
面
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九
州
中
央
自
動
車
道
建
設
促
進

協
議
会
（
会
長
・
河
野
俊
嗣
宮
崎

県
知
事
）
の
地
方
大
会
は
９
月
２

日
、
嘉
島
町
民
会
館
で
開
催
。
国

に
対
し
て
、
①
同
路
線
へ
の
平
成

27
年
度
予
算
の
重
点
配
分
②
北
中

島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）

―
矢
部
Ｉ
Ｃ
（
10
・
４
㌔
）
の
供

用
予
定
年
度
明
示
な
ど
６
項
目
の

要
望
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

熊
本
、
宮
崎
両
県
の
沿
線
自
治

体
や
商
工
観
光
団
体
な
ど
か
ら
約

６
０
０
人
が
参
加
。
金
尾
健
司
・

国
交
省
九
州
地
方
整
備
局
長
が
基

調
講
演
で
、
国
の
国
土
強
じ
ん
化

計
画
や
27
年
度
予
算
の
基
本
方
針

な
ど
を
説
明
、
高
速
道
の
整
備
率

が
全
国
77
％
に
対
し
て
九
州
中
央

道
は
11
％
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

河
野
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
荒

木
町
長
は
地
元
町
長
と
し
て
「
沿

線
地
域
は
九
州
の
要
。
九
州
縦
貫

道
と
東
九
州
道
を
つ
な
ぐ
重
要
な

横
軸
で
あ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
大
規
模
災
害
の
『
命
の

道
』
と
し
て
、
九
州
経
済
浮
揚
の

た
め
に
も
大
変
重
要
な
路
線
で

す
」
と
沿
線
を
代
表
し
て
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
く
ま
モ
ン
は
じ
め

両
県
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
応
援
に
駆

け
付
け
、
参
加
者
全
員
で
早
期
完

成
に
向
け
て
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

　

九
州
中
央
道
は
嘉
島
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
―
延
岡
Ｉ
Ｃ

約
95
㌔
。
熊
本
県
側
は
、
嘉
島
Ｊ

Ｃ
Ｔ
―
小
池
高
山
Ｉ
Ｃ
１
・
８
㌔

が
今
年
３
月
に
開
通
、
小
池
高
山

Ｉ
Ｃ
―
北
中
島
Ｉ
Ｃ
10
・
８
㌔
が

平
成
30
年
度
に
開
通
予
定
で
す
。

九
州
中
央
道
　
早
期
完
成
を

建
設
促
進
協
地
方
大
会

嘉
島
町
民
会
館
で
開
催

積
は
３
３
６
０
平
方
㍍
の
予
定
で
、

本
年
12
月
末
に
着
工
、
平
成
27
年

８
月
に
は
操
業
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。
株
式
会
社
ツ
ツ
ミ
と
同
様

に
都
市
計
画
の
地
区
計
画
と
い
う

手
法
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
企
業
立
地
の
促

進
を
図
り
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

く
ま
も
と
土
地
利
用
型
農

業
競
争
力
強
化
支
援
事
業

　

本
町
の
農
業
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
６
月
に
「
く
ま
も
と
土
地

利
用
型
農
業
競
争
力
強
化
支
援
事

業
」
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
熊

本
県
か
ら
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

８
月
12
日
に
は
、
本
事
業
の
中

核
を
担
っ
て
い
た
だ
く
町
農
業
再

生
協
議
会
を
中
心
と
し
た
方
々
と
、

集
落
営
農
組
織
を
大
規
模
法
人
に

一
本
化
し
た
大
津
町
の
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
大
津
株
式
会
社
」
で
、
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
べ
ー

タ
ー
等
を
核
に
効
率
的
な
広
域
農

場
を
構
築
し
、
米
を
中
心
と
し
た

土
地
利
用
型
農
業
の
競
争
力
強
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
籍
調
査
事
業
の
推
進

　

地
籍
調
査
事
業
に
お
き
ま
し
て

は
、
本
年
度
は
嘉
島
中
央
土
地
改

良
事
業
区
内
の
上
島
、
西
村
、
上

六
嘉
の
農
地
に
つ
い
て
一
筆
地
調

査
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
８
月

に
地
権
者
説
明
会
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
現
地
立
ち

会
い
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
の
中
止

　

８
月
２
日
に
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
「
か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
」

は
、
台
風
12
号
の
影
響
に
よ
り
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
は
誠
に

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

来
場
者
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に

考
え
、
中
止
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
ご
理
解
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、

あ
ら
か
じ
め
予
備
日
を
設
定
し
、

雨
天
等
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
場

合
で
も
、
花
火
に
つ
い
て
は
延
期

し
て
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

フ
ッ
化
物
洗
口

　

虫
歯
予
防
に
非
常
に
効
果
の
あ

る
フ
ッ
化
物
洗
口
は
、
嘉
島
町
で

は
私
立
保
育
園
や
町
立
幼
稚
園
で

実
施
し
、
小
・
中
学
校
で
は
実
施

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
小
・
中
学

生
の
虫
歯
が
非
常
に
多
く
、
全
国

及
び
熊
本
県
の
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

町
は
本
年
度
の
２
学
期
か
ら
、

東
・
西
小
学
校
の
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
実
施

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
平

成
27
年
度
か
ら
は
、
中
学
３
年
生

ま
で
の
全
学
年
で
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

な
お
、
小
・
中
学
生
の
保
護
者

に
は
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の
効
果
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
７
月
４
、
５
、
８
日

の
３
日
間
、
説
明
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

嘉
島
西
小
の
教
室
不
足
解
消

　

嘉
島
西
小
学
校
の
児
童
数
の
増

加
に
伴
う
教
室
不
足
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
時
点
で
予
想
さ
れ
る
平

成
28
年
度
か
ら
の
不
足
に
対
応
す

る
た
め
、
７
月
25
日
、
同
校
校
舎

増
築
の
設
計
業
務
に
つ
い
て
委
託

契
約
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
中
に
設
計
業
務
を
済
ま

せ
、
平
成
27
年
度
中
に
増
築
工
事

の
発
注
及
び
完
成
を
予
定
し
て
お

り
、
平
成
28
年
度
の
教
室
不
足
は

発
生
し
な
い
見
込
み
で
す
。
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三宮　一良
千鶴

さん
さん
（78）
（77）

下六嘉　３月 17 日

斉藤　斉昭
敬子

さん
さん
（76）
（77）

三郎無田　２月 25 日

蜂屋　勲
洋子

さん
さん
（74）
（72）

三郎無田　12 月 18 日

麻生　聖之
幸枝

さん
さん
（74）
（72）

井寺　３月 16 日

工藤　健一
幸子

さん
さん
（73）
（72）

井寺　４月 17 日

一身　光俊
テツ子

さん
さん
（79）
（77）

井寺　12 月 14 日

甲斐原　正孝
惠子

さん
さん
（74）
（71）

井寺　11 月 30 日

藤本　友彦
登志子

さん
さん
（72）
（75）

北甘木　12 月 10 日

　

平
成
26
年
度
の
金
婚
夫
婦
表
彰
式
は
９
月
12

日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度

中
に
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
る
嘉
島
町
内
の
ご

夫
婦
は
22
組
。
式
に
は
20
組
が
出
席
、
荒
木
町

長
か
ら
一
組
ず
つ
、
熊
日
と
町
か
ら
の
表
彰
状
、

記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
、「
皆
さ
ん
方
は
昭
和
39
年
に

結
婚
さ
れ
、
以
来
、
互
い
に
助
け
合
い
励
ま
し

合
い
な
が
ら
、
50
年
を
と
も
に
過
ご
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
事
業
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
、
熊
日
社
長
の
祝
辞
を

代
読
し
ま
し
た
。

　

欠
席
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の
通
り
で
す
。

塚
野　

孝
昭
さ
ん
（
76
）　

下
六
嘉

　
　
　

史
子
さ
ん
（
77
）　

４
月
26
日

上
野　

政
弘
さ
ん
（
77
）　

北
甘
木

　
　
　

富
子
さ
ん
（
75
）　

12
月
16
日

※
日
付
は
結
婚
記
念
日
で
す
。

　
　

熊
日　

表
彰
状
を
伝
達　

第
56
回
熊

日
金
婚
夫
婦

表
彰
状
と
記

念
品
は
９
月

9
日
、
町
長

室
で
、
熊
日

事
業
局
の
池

下
事
業
部
長

か
ら
荒
木
町

長
に
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。
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森田　　登
ミドリ

さん
さん
（78）
（74）

北甘木　４月 26 日

西岡　博幸
昭子

さん
さん
（74）
（71）

上六嘉　５月 22 日

蜂屋　榮二
周子

さん
さん
（77）
（76）

北甘木　５月 22 日

西川　新一
イサ子

さん
さん
（74）
（74）

西村　10 月 19 日

下田　文敏
輝子

さん
さん
（71）
（70）

上島　３月１日

米光　　修
邦子

さん
さん
（81）
（76）

鯰　８月 21 日

岩永　信義
ミエ子

さん
さん
（75）
（73）

上島　10 月５日

下田　　司
アヤ子

さん
さん
（79）
（71）

鯰　10 月 31 日

田中　高之
トミ子

さん
さん
（75）
（76）

高田　４月 10 日

笠　　昭昌
厚子

さん
さん
（76）
（71）

下仲間　12 月 10 日

髙橋　哲哉
元子

さん
さん
（77）
（69）

上仲間　4月 1日

栗﨑　　覺
ヨシ子

さん
さん
（78）
（80）

犬渕　４月 20 日

　

98
歳
に
な
る
下
六
嘉
の
藤
瀬
宗
男

さ
ん
が
９
月
12
日
、
蒲
島
県
知
事
か

ら
「
ご
長
寿
か
が
や
き
よ
か
ラ
イ
フ
表

彰
」
を
受
け
ま
し
た
。
社
会
と
関
わ
り

な
が
ら
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て

い
る
高
齢
者
を
対
象
に
県
が
毎
年
実
施
、

今
年
は
４
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
瀬
さ
ん
は
初
代
の
町
文
化
協
会
長

を
昭
和
62
年
か
ら
平
成
15
年
ま
で
務
め
、

町
の
文
化
振
興
に
貢
献
。
現
在
は
週
２

回
、
囲
碁
教
室
に
通
っ
て
い
る
ほ
か
、

月
１
回
は
友
人
た
ち
と
九
州
各
地
に
ド

ラ
イ
ブ
し
て
写
真
撮
影
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

表
彰
の
際
は
、
撮
影
し
た
作
品
を
県

知
事
に
披
露
、
熱
心
に
説
明
し
て
い
ま

し
た
。

藤
瀬
宗
男
さ
ん
98
歳

県
「
よ
か
ラ
イ
フ
表
彰
」
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結婚5 0周年
９人を表彰

　

今
年
の
嘉
島
町
の
百
歳
長
寿
表

彰
は
５
人
。
９
月
11
日
、
荒
木
町

長
が
施
設
や
自
宅
を
訪
ね
て
、
一

人
一
人
に
内
閣
総
理
大
臣
と
町
か

ら
の
表
彰
状
、
記
念
品
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
中
に
百
歳
を
迎
え
る
大

正
３
、
４
年
生
ま
れ
の
方
が
対
象
。

表
彰
に
は
家
族
が
付
き
添
い
、
施

設
で
は
仲
間
も
加
わ
っ
て
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。

大
貝
ト
ヨ
メ
さ
ん
（
鯰
）

大
正
４
年
１
月
５
日
生

「
来
年
の
（
ご
主
人
の
）
33
回
忌

ま
で
元
気
で
お
ら
ん
と
」

　

昭
和
39
年
に
結
婚
、
そ
の
後
伴

侶
を
亡
く
し
た
方
の
結
婚
50
周
年

を
祝
う
表
彰
式
は
９
月
12
日
、
役

場
で
開
か
れ
、
９
人
（
８
人
出

席
）
に
荒
木
町
長
か
ら
町
の
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

　

荒
木
町
長
は
、
お
祝
い
の
言
葉

に
続
い
て
、「
こ
の
表
彰
は
今
年

で
25
回
目
。
39
年
は
東
京
五
輪
の

年
で
、
戦
後
の
混
乱
を
抜
け
て
高

度
成
長
に
入
る
時
代
で
し
た
。
皆

さ
ん
に
今
の
時
代
を
築
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康

と
ご
長
寿
を
祈
り
ま
す
」
と
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の
通
り

で
す
。

安
達　

啓
子
さ
ん（
73
）＝
井
寺

大
塚
シ
ズ
子
さ
ん（
72
）＝
北
甘
木

中
林　

生
治
さ
ん（
73
）＝
上
島

宮
田　

京
子
さ
ん（
72
）＝
同

岩
本
喜
代
子
さ
ん（
73
）＝
鯰

網
田　

富
枝
さ
ん（
72
）＝
滝
河
原

坂
本　

勝　

さ
ん（
78
）＝
同

杉
野
眞
智
子
さ
ん（
71
）＝
下
仲
間

福
泉　

朝
子
さ
ん（
74
）＝
同　

坂
口
ト
メ
コ
さ
ん
（
北
甘
木
）

大
正
４
年
３
月
10
日
生

「
食
欲
も
あ
り
、
毎
日
感
謝
の
言

葉
と
笑
顔
で
す
」
と
施
設
職
員
。

荒
木　
律
子
さ
ん
（
上
島
）

大
正
３
年
６
月
２
日
生

「
毎
朝
８
時
半
に
起
き
て
食
事
。

新
聞
も
読
み
ま
す
」
と
ご
家
族
。

横
山
八
重
子
さ
ん
（
北
甘
木
）

大
正
３
年
８
月
10
日
生

声
か
け
に
は
返
事
を
。「
７
人
の

子
を
育
て
て
く
れ
た
」
と
ご
家
族
。

岩
本　
鎭
眞
さ
ん
（
鯰
）

大
正
４
年
３
月
７
日
生

「
毎
朝
１
、
２
時
間
散
歩
し
て
、

午
後
の
カ
ラ
オ
ケ
が
楽
し
み
」。

百
歳
長
寿

祝

５
人
を
表
彰

祝
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平
成
26
年
度
の
嘉
島
町
敬
老
会

は
９
月
10
日
、
初
め
て
町
民
会
館

で
開
催
。
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
約
５

０
０
人
の
皆
さ
ん
は
、
肥
後
に
わ

か
に
笑
い
、
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。	

※
表
紙
参
照

　

荒
木
町
長
は
長
寿
を
祝
い
、

「
健
康
で
長
生
き
し
、
生
き
が
い

の
あ
る
人
生
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
木
田
町
議
会

議
長
、
栗
﨑
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

米
寿
表
彰
で
は
、
今
年
の
対
象

者
48
人
を
代
表
し
て
、
鯰
の
福
本

文
男
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
中
島
町
老
人
ク

　

敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
９
月
12

日
、
嘉
島
幼
稚
園
で
は
祖
父
母
参

観
が
あ
り
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
来
園
に
大
喜
び
。
中
に
は
父
母

も
交
え
て
ゲ
ー
ム
や
歌
を
楽
し
み

ま
し
た
。	

※
表
紙
参
照

　

最
初
は
各
教
室
に
分
か
れ
、
年

長
の
さ
く
ら
組
で
は
園
児
が
歌
い

な
が
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
肩
た
た
き
。
年
中
の
す

み
れ
組
で
は
祖
父
母
や
父
母
が
自

己
紹
介
し
な
が
ら
孫
や
子
の
い
い

と
こ
ろ
を
紹
介
。
年
少
の
た
ん
ぽ

ぽ
組
で
は
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム

や
、
み
ん
な
が
大
好
き
な
ア
ナ
と

雪
の
女
王
を
元
気
よ
く
歌
っ
て
踊

り
ま
し
た
。
園
児
は
祖
父
母
の
ひ

ざ
に
乗
っ
て
大
喜
び
で
し
た
。

　

遊
戯
室
で
は
、
町
文
化
協
会

コ
ー
ラ
ス
部
の
15
人
の
皆
さ
ん
が

童
謡
な
ど
10
曲
を
披
露
。
園
児
と

祖
父
母
た
ち
は
一
緒
に
声
を
合
わ

せ
て
い
ま
し
た
。

歓
迎
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

ゲ
ー
ム
や
歌
を
楽
し
む

嘉
島
幼
稚
園
で
祖
父
母
参
観

ラ
ブ
連
合
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ば
っ
て

ん
城
次
さ
ん
ら
の
肥
後
に
わ
か
と
、

森
都
か
お
る
さ
ん
の
七
変
化
歌
謡

シ
ョ
ー
。
熊
本
弁
た
っ
ぷ
り
の
軽

妙
な
演
技
や
語
り
に
大
き
な
笑
い

と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
長
寿
者
は
８
月
末
現
在
、

70
歳
以
上
が
１
７
６
３
人
、
１
０

０
歳
以
上
は
８
人
お
ら
れ
、
最
高

齢
は
１
０
５
歳
で
す
。

長寿　敬老会

笑って楽しく
祝

町民会館で初開催

米寿代表の
福本文男さん

荒木町長中島町老連会長
の謝辞

楽しくにぎやかな祖父母参観

童謡を披露した町文化協会コーラス部

↑
歌
謡
シ
ョ
ー
と
肥
後
に
わ
か
↓
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嘉
島
中
学
校
２

年
生
71
人
が
９
月

９
日
か
ら
３
日
間
、

町
内
外
の
25
事
業

所
で
職
場
体
験
。

生
徒
は
短
期
間
な

が
ら
プ
ロ
の
仕
事

の
厳
し
さ
や
楽
し

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

業
種
は
多
岐
に

わ
た
り
、
消
防
、

農
業
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
幼

稚
園
、
介
護
、
製

造
業
、
コ
ン
ビ
ニ
、

飲
食
業
、
郵
便
局

な
ど
25
事
業
所
。

大
半
が
町
内
。
い

ず
れ
も
快
く
生
徒

を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

上
益
城
消
防
署

で
は
、
男
子
３
人

仕事の厳しさ楽しさ学ぶ
嘉島中２年生が職場体験

が
甲
佐
、
御
船
の
中
学
生
と
一
緒

に
規
律
訓
練
や
ロ
ー
プ
結
束
を
学

び
、
消
防
車
に
乗
っ
た
り
、
ホ
ー

ス
の
扱
い
方
や
放
水
を
教
わ
っ
た

り
し
ま
し
た
。	
※
表
紙
参
照

　

北
甘
木
の
農
業
勝
本
範
一
さ
ん

方
で
は
、
男
子
２
人
が
イ
チ
ゴ
ハ

ウ
ス
で
定
植
の
準
備
。
ハ
ウ
ス
の

資
材
を
運
び
、
組
み
立
て
を
手
伝

い
ま
し
た
。
鯰
の
ス
ー
パ
ー
Ｈ
Ｉ

ＨＩヒロセ嘉島店で商品棚を
整理する嘉島中生徒

勝本さんのイチゴハウスで
組み立てを手伝う嘉島中生徒

嘉
島
幼
稚
園
で
は
運
動
会
の
準
備

安永珠梨さん

ヒ
ロ
セ
嘉
島
店
で
は
男
子
１
人
と

女
子
２
人
が
食
料
品
売
り
場
で
商

品
棚
を
整
理
し
て
掃
除
し
ま
し
た
。

嘉
島
幼
稚
園
で
は
男
女
２
人
が
教

諭
や
園
児
と
運
動
会
の
準
備
を
し

て
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞	

本
田 

優
菜
さん
（
西
小
５
年
）

優  

秀  

賞	

安
永 

珠
梨
さん
（
東
小
６
年
）

上
益
城
郡
童
話
発
表
大
会

　

第
42
回
上
益
城
郡
童
話
発
表
大

会
は
９
月
11
日
、
嘉
島
町
民
会
館

で
開
か
れ
、
郡
内
５
町
の
代
表
10

人
が
発
表
。
嘉
島
西
小
５
年
生
の

本
田
優
菜
さ
ん
が
最
優
秀
賞
２
人

の
う
ち
の
１
人
に
選
ば
れ
、
嘉
島

東
小
６
年
生
の
安
永
珠
梨
さ
ん
は

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
田
さ
ん
は
、
10
月
４
日
に
熊

本
市
南
区
の
ア
ス
パ
ル
富
合
で
開

か
れ
る
第
53
回
県
童
話
発
表
大
会

に
、
上
益
城
郡
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
選
ん
だ
童
話
を
低

学
年
は
５
分
、
高
学
年
は
７
分
に

ま
と
め
て
暗
唱
で
発
表
。
本
田
さ

ん
は
、
継
母
に
い
じ
め
ら
れ
て
い

た
少
女
が
短
歌
の
才
能
を
生
か
し

て
お
殿
様
の
お
嫁
に
な
る
「
ぼ
ん

さ
ら
や
」、
安
永
さ
ん
は
、
が
れ

き
の
町
の
少
年
が
鉄
条
網
の
内
と

外
で
少
女
と
一
緒
に
ブ
ド
ウ
の
木

を
育
て
る
「
少
年
の
木　

希
望
の

も
の
が
た
り
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
情

感
豊
か
に
発
表
し
、
大
き
な
拍
手

を
浴
び
ま
し
た
。

本田優菜さん

上益城郡童話発表大会の会場
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第
２
回
上
益
城
親
善
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
は
９
月
６
日
、
御
船

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
に
は
５
チ
ー
ム
が
参
加
。

嘉
島
町
か
ら
は
嘉
島
ク
ラ
ブ
が
出

場
。
１
回
戦
を
９
対
０
、
決
勝
戦

を
５
対
０
と
投
打
と
も
に
相
手

チ
ー
ム
を
寄
せ
付
け
ず
、
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
ク
ラ
ブ
は
、
10
月
11
日
か

ら
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
る
第
48
回

郡
市
対
抗
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
、
上
益
城
郡
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

嘉
島
ク
ラ
ブ
に
栄
冠

　
　
　
　
　

第
２
回
上
益
城
親
善

　
　
　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

第
34
回
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
は
８
月
18
日
か
ら
町

営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
11

チ
ー
ム
が
出
場
。
町
内
勤
務
者
の

所
属
す
る
チ
ー
ム
も
参
加
で
き
る

た
め
、
町
外
か
ら
２
チ
ー
ム
が
初

出
場
。
決
勝
戦
は
９
月
１
日
。
接

戦
に
な
り
ま
し
た
が
、
初
出
場
の

舞
原
ク
ラ
ブ
が
鯰
ク
ラ
ブ
を
３
対

２
で
下
し
、
見
事
初
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

初
陣 

舞
原
ク
ラ
ブ
Ｖ

　
　
　
　
　

第
34
回
町
長
旗
争
奪

　
　
　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

平
成
26
年
度
嘉
島
町
長
杯
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
（
町
協
会

主
催
）
は
８
月
24
日
、
町
民
体
育

館
で
開
か
れ
、
嘉
島
町
の
13
チ
ー

ム
を
含
む
42
チ
ー
ム
が
参
加
。
嘉

島
町
の
土
曜
会
Ｂ
が
年
齢
無
制
限

の
部
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
は
初
心

者
で
も
で
き
ま
す
。
個
人
で
も

チ
ー
ム
で
も
大
丈
夫
。
や
っ
て
み

た
い
と
思
う
方
、
事
務
局
・
矢
野

（
☎
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
５－

６
５
５
６
、

E-m
ail:kashim

a.bbva@
gm
ail.com

）

ま
で
。 土

曜
会
Ｂ　

準
優
勝

　
　
　
　
　

嘉
島
町
長
杯
ビ
ー
チ

　
　
　
　
　

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

　

浮
島
熊
野
座
神
社
の
例
大
祭
は

９
月
15
日
開
か
れ
、
地
元
の
井
寺

地
区
の
人
た
ち
が
見
守
る
中
、
小

学
生
が
た
た
く
「
井
寺
曳
廻
し
太

鼓
」
が
集
落
内
を
回
り
、「
乙
女

神
楽
」
と
「
雅
楽
」
も
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。　
　
　
　

※
表
紙
参
照

　

井
寺
曳
廻
し
太
鼓
保
存
会
や
井

寺
地
区
の
役
員
、
親
子
会
な
ど
約

40
人
が
参
加
。
午
前
９
時
に
参
拝

し
た
後
、
の
ぼ
り
旗
を
先
頭
に
行

灯
神
輿
、
小
学
１
～
６
年
生
６
人

が
た
た
く
太
鼓
な
ど
の
行
列
が
出

発
、
集
落
内
を
ゆ
っ
く
り
と
回
り

ま
し
た
。
道
筋
で
は
、
地
元
の
人

た
ち
が
待
ち
受
け
、
お
さ
い
銭
を

入
れ
、
お
は
ら
い
を
受
け
て
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　

　

神
社
に
戻
る
と
、
小
中
学
生
の

女
子
４
人
が
乙
女
神
楽
を
奉
納
。

見
事
な
舞
に
お
参
り
の
皆
さ
ん
が

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
神
事
で
は
、

「
雅
奏
会
」（
松
永
ま
り
子
代
表
）

の
５
人
に
よ
る
竜
笛
（
り
ゅ
う
て

き
）
と
篳
篥
（
ひ
ち
り
き
）
の
演

奏
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

曳
廻
し
太
鼓
と
乙
女
神
楽
は
、

神
社
創
建
千
年
を
記
念
し
て
平
成

13
（
２
０
０
１
）
年
に
始
ま
り
、

「
雅
奏
会
」
は
雅
楽
に
関
心
を
持

つ
地
元
の
女
性
を
中
心
に
構
成
、

練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

  集落回る 浮島神社例大祭

井寺曳廻し太鼓

乙 女 神 楽、 雅 楽 も 奉 納

井
寺
地
区
を
回
る
曳
廻
し
太
鼓

乙
女
神
楽
の
奉
納

雅
奏
会
に
よ
る
雅
楽
の
奉
納
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第
21
回
九
州
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
は
９
月
13
、

14
日
、
沖
縄
県
で
開
催
。
熊
本
県

代
表
の
嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は

九
州
第
１
代
表
と
し
て
、
11
月
の

全
国
大
会
（
東
京
開
催
）
出
場
を

決
め
ま
し
た
。

　

九
州
・
沖
縄
８
県
の
代
表
８

チ
ー
ム
が
九
州
代
表
２
チ
ー
ム
の

座
を
争
い
ま
し
た
。
嘉
島
ク
ラ
ブ

は
、
１
回
戦
で
福
岡
県
代
表
の
春

日
イ
ー
グ
ル
ス
を
２
―
０
で
下
し
、

代
表
決
定
戦
で
は
宮
崎
県
代
表
の

児
湯
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
10
―
１

で
圧
勝
し
ま
し
た
。

嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

全
国
大
会（
東
京
）へ

九
州
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

嘉
島
町
社
協

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

感 

想 

文

　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
８

月
、
町
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
康
寿
苑
」
と
「
悠
優
か
し

ま
」
で
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。

嘉
島
東
・
西
小
と
嘉
島
中
の
児

童
・
生
徒
41
人
が
参
加
、
介
護
の

仕
事
を
体
験
、
お
年
寄
り
と
交
流

し
ま
し
た
。
各
校
か
ら
一
人
ず
つ
、

感
想
文
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

  

こ
う
じ
ゅ
え
ん

　
　
　

嘉
島
東
小
学
校
４
年　

永
田　

葉
月

　

こ
う
じ
ゅ
え
ん
に
い
っ
て
、
車

い
す
や
リ
フ
ト
車
な
ど
を
体
験
し
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
手
の
し
ょ

う
ど
く
、
食
事
の
は
い
ぜ
ん
を
し

ま
し
た
。

　

車
い
す
を
お
す
人
は
声
を
か
け

な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
動
か
し
ま
す
。

リ
フ
ト
車
は
、
ボ
タ
ン
を
お
す
だ

け
で
、
安
全
に
車
い
す
を
の
せ
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

こ
う
じ
ゅ
え
ん
で
は
た
ら
く
人

は
、
い
ろ
い
ろ
く
ふ
う
を
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
て

　
　
　

嘉
島
西
小
学
校
６
年

佐
藤　

里
玖

　

ぼ
く
が
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
感

じ
た
こ
と
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
介
護
の
と
き
の
言

葉
か
け
の
大
切
さ
で
す
。
ぼ
く
が

車
い
す
体
験
を
し
た
と
き
に
、
何

も
言
わ
ず
に
、
リ
フ
ト
や
段
差
で

上
げ
ら
れ
た
り
下
げ
ら
れ
た
り
さ

れ
て
、
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
が
た

が
た
す
る
と
こ
ろ
で
は
声
を
か
け

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
が
た
が
た

す
る
の
で
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

　

し
か
し
、
言
葉
を
か
け
て
も
ら

う
だ
け
で
安
心
感
は
全
く
ち
が
い

ま
し
た
。
目
が
見
え
て
、
一
人
で

何
で
も
で
き
る
ぼ
く
で
も
こ
わ

か
っ
た
か
ら
、
も
し
目
の
見
え
な

い
人
や
介
護
が
必
要
な
人
は
も
っ

と
こ
わ
い
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
声
を
か
け

た
り
、
合
図
を
し
た
り
す
る
こ
と

は
大
切
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
お
年
よ
り
の
人
の

や
さ
し
さ
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
の
活
動
に
参
加
し
た
と
き

は
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
い
る
お
年

寄
り
の
人
た
ち
が
話
し
か
け
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
、
班
に
な
じ
め
て

積
極
的
に
ゲ
ー
ム
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
き
ん
ち
ょ
う

し
て
い
た
の
で
、
話
し
か
け
て
も

ら
っ
た
と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

昼
食
の
と
き
も
、
去
年
は
は
ず

か
し
く
て
、
相
手
の
言
っ
て
い
る

こ
と
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
少
し
な
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
年

よ
り
の
人
た
ち
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

と
話
し
か
け
て
も
ら
っ
た
の
で
、

た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
で
き
ま
し

た
。
最
後
に
ブ
ド
ウ
を
い
た
だ
き
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
中
学
生
に

な
っ
て
も
、
ま
た
行
け
た
ら
い
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
終
え
て

　
　
　

嘉
島
中
学
校
２
年

本
田　

幸
菜

　

私
は
、
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に

行
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
方
の
接
し
方
が
上
手
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

耳
が
不
自
由
な
方
に
は
、
大
き

な
声
で
言
っ
た
り
、
正
面
を
向
い

て
言
っ
た
り
し
て
い
て
、
お
年
寄

り
の
方
も
、
と
て
も
ニ
コ
ニ
コ
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
高
年
齢
の
方
は
、
１
０
５
歳

の
方
が
い
て
、
ま
だ
、
お
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
私
た

ち
に
「
元
気
で
ね
ぇ
～
！
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

１
０
３
歳
の
方
は
、
ま
だ
自
分

で
歩
か
れ
て
い
て
、
た
ま
に
小
走

り
を
さ
れ
る
と
聞
い
て
、
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

　

車
い
す
の
体
験
も
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
少
し
と
く
べ
つ
な
も
の

に
の
り
ま
し
た
。
座
る
体
勢
も
、

少
し
き
つ
い
方
な
ど
が
の
る
車
い

す
で
す
。
１
８
０
度
た
お
す
こ
と

が
で
き
、
き
つ
く
な
い
よ
う
に
で

き
る
車
い
す
で
す
。

　

わ
た
し
も
の
っ
て
み
ま
し
た
。

車
い
す
に
の
っ
て
い
る
と
き
は
、

と
て
も
不
安
で
し
た
。
の
っ
て
い

る
人
の
気
持
ち
が
少
し
分
か
り
ま

し
た
。

　

段
差
も
、
や
っ
て
み
ま
し
た
。

段
差
が
あ
る
と
き
は
、
車
い
す
を

か
た
む
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て
、

や
る
方
も
の
る
方
も
、
ゆ
っ
く
り

し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
よ
く

分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
い
す
を
の
せ
る
こ
と

の
で
き
る
リ
フ
ト
車
も
あ
っ
て
、

ボ
タ
ン
一
つ
で
操
作
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
と
て
も
、
す
ご
か
っ
た

で
す
。
座
席
が
ま
わ
る
部
分
も

あ
っ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
、
お
年
寄

り
の
方
を
最
優
先
で
考
え
て
い
て
、

す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
も
、
何
か
す
る
と
き
は
、
相

手
の
方
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
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『
雨
ど
い
の
清
掃
事
業
者
に

「
こ
の
ま
ま
で
は
雨
漏
り
を
す

る
」
と
言
わ
れ
て
屋
根
工
事
の

契
約
を
し
た
が
、
解
約
し
た
い
』

『
改
築
工
事
契
約
の
後
に
見
積
も

り
を
見
せ
ら
れ
た
。
問
題
は
な
い

の
か
』
な
ど
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
関
す
る
相
談
件
数
は
全
国
的
に

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
複
数
の
見
積
も
り
で
比
較
】

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
費
用
が
数

十
万
～
数
百
万
円
に
及
ぶ
こ
と
も

あ
る
の
で
、
契
約
前
に
事
業
者
か

ら
見
積
も
り
を
取
っ
て
、
内
容
を

よ
く
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

同
じ
リ
フ
ォ
ー
ム
で
も
、
見
積
も

り
の
内
容
は
工
法
や
使
用
部
材
な

ど
で
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　

次
の
３
点
が
契
約
前
に
で
き
る

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
一
歩
で
す
。

①
複
数
の
業
者
に
よ
る
見
積
も
り

②
見
積
も
り
内
容
の
比
較

③
不
明
な
点
は
事
業
者
に
確
認

【
保
険
等
に
よ
る
補
償
の
範
囲
】

　
「
火
災
保
険
で
家
の
リ
フ
ォ
ー

ム
が
で
き
る
と
電
話
で
勧
誘
さ
れ

た
」「
来
訪
し
た
事
業
者
に
保
険

金
を
使
っ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
が
で
き

る
と
勧
誘
さ
れ
契
約
し
た
が
、
契

約
書
面
が
な
く
解
約
を
申
し
出
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の　

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

ル
ー
ル
守
っ
て
安
全
第
一
！

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
９

月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
、「
子
供
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」を
テ
ー

マ
に
展
開
さ
れ
、
町
内
で
も
子
ど

も
た
ち
の
登
校
見
守
り
や
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

○
御
船
署
管
内
４
町
合
同
出
発
式

　

９
月
19
日
、
御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
御
船
署
と
管

内
４
町
か
ら
関
係
団
体
が
参
加
。

交
通
事
故
犠
牲
者
に
対
す
る
黙
と

う
、
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
の
後
、

御
船
町
の
内
村
交
通
指
導
員
会
長

が
出
発
申
告
し
、
青
パ
ト
を
先
頭

に
嘉
島
町
役
場
ま
で
交
通
安
全
啓

発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

○
街
頭
指
導

　

町
内
の
主
要
交
差
点
で
期
間
中
、

町
議
会
議
員
や
交
通
指
導
員
、
母

の
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
交
通
安
全
協
会

の
皆
さ
ん
が
横
断
旗
を
手
に
児
童
、

生
徒
の
登
校
を
見
守
り
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
は
、
荒
木
町
長
も
登

校
す
る
嘉
島
東
・
西
小
学
校
の
児

童
や
嘉
島
中
学
校
の
生
徒
に
「
気

を
付
け
て
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
声
を
か
け
ま
し
た
。

○
園
児
が
安
全
運
転
呼
び
か
け

　

嘉
島
幼
稚
園
の
園
児
33
人
が
９

月
26
日
、
交
通
安
全
母
の
会
会
員

と
一
緒
に
役
場
前
で
「
安
全
運
転

で
お
願
い
し
ま
す
」
と
ド
ラ
イ

バ
ー
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
町
交

通
指
導
員
や
御
船
署
員
も
参
加
。

園
児
が
笑
顔
で
眠
気
覚
ま
し
の
ガ

ム
と
反
射
タ
ス
キ
を
手
渡
す
と
、

ド
ラ
イ
バ
ー
も
笑
顔
で
応
じ
て
い

ま
し
た
。

○
秋
分
の
日
に
も
啓
発
行
事

　

９
月
23
日
、
御
船
町
の
熊
本
バ

ス
自
動
車
学
校
で
、
第
12
回
高
齢

者
安
全
運
転
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
、
御
船
署
管
内
４
町
の
高
齢
者

が
交
通
安
全
の
知
識
や
運
転
技
術

を
競
い
ま
し
た
。　

※
28
㌻
参
照

　

同
日
午
後
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

熊
本
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
オ
ー
タ

ム
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
来
場
者
に

交
通
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
り
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

白
バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
の
試
乗
や
記

念
撮
影
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

４町合同出発式

児童の登校を見守る荒木町長

安全運転を呼びかける園児

見守り新鮮
情報10月号

も
応
じ
て
も
ら
え
な
い
」「
事
業
者

か
ら
、『
火
災
保
険
で
家
を
直
せ

る
』と
言
わ
れ
た
が
、
支
払
わ
れ

た
保
険
金
の
30
％
も
の
見
積
調
査

費
を
請
求
さ
れ
た
」
な
ど
、
保
険

金
が
使
え
る
と
勧
誘
す
る
事
業
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
保
険
金
の
範
囲
内
で
修
理
す

る
か
ら
自
己
負
担
は
な
い
」
な
ど
、

無
料
を
強
調
し
て
訪
問
販
売
や
電

話
勧
誘
販
売
で
消
費
者
を
勧
誘
し
、

保
険
金
の
請
求
申
請
代
行
か
ら
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
ま
で
一
連
で
契
約

さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
の
損

害
は
、
保
険
の
対
象
と
な
る
破

損
（
保
険
事
故
）
に
該
当
す
れ
ば
、

補
償
さ
れ
ま
す
が
、
住
宅
の
経
年

劣
化
に
つ
い
て
は
火
災
保
険
の
補

償
範
囲
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、

保
険
金
を
請
求
す
る
と
保
険
契
約

違
反
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

【
地
震
、
台
風
、
大
雪
の
後
に
も
】

　

自
然
災
害
の
後
に
、
屋
根
な
ど

の
点
検
と
称
し
て
事
業
者
が
来
訪

し
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

複
数
の
見
積
も
り
を
す
る
な
ど
冷

静
な
判
断
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
場
合
は
広
域
連
携
消
費

生
活
相
談
室
（
15
㌻
参
照
）
へ
。
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《
10
～
11
月
の
休
館
日
》

10
月　

14
、
20
、
27
日

11
月　

４
、
10
、
17
、
25
日

※�

10
月
14
日
と
11
月
４
、
25
日
は

前
日
が
祝
日
で
開
館
す
る
た
め
、

振
替
休
館
日
に
な
り
ま
す
。

《
お
は
な
し
会
》

　

10
月
22
日
、
11
月
12
、
26
日
の

16
時
か
ら
、
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

で
開
い
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
。

嘉  島  町  民  会  館

読
ん
で
み
て！

「
デ
ュ
ラ
ラ
ラ
！
！
」

著
者
・
成
田　
良
悟

イ
ラ
ス
ト
・
ヤ
ス
ダ
ス
ズ
ヒ
ト

銀翼のイカロス	
	 池井戸　潤
アクアマリンの神殿	
	 海堂　　尊
男ともだち	
	 千早　　茜
天魔ゆく空　上・下	
	 真保　裕一
キャッチャー・イン・ザ・ライ	
	 　J.Ｄ.サリンジャー　村上春樹訳
はなちゃんのみそ汁	
	 安武信吾・千恵・はな
武器より一冊の本をください	
	 少女マララ・ユスフザイの祈り	
	 ヴィヴィアナ・マッツァ著　横山千里訳
知識ゼロからの富士山入門	
	 瓜生　　中
世界遺産富岡製糸場のすべて	
	 宝島社
雑草を活かす！手間なしぐうたら農法	
	 西村　和雄
メッシ　ハンデをのりこえた小さなヒーロー	
	 マイケル・パート著　樋渡正人訳

なるほど！ことわざじてん	
	 ことばハウス編
みんなのためのルールブック	
	 ロン・クラーク　亀井よし子訳
	 北砂ヒツジ絵
生きもの　つかまえたらどうする？	
	 文・秋山幸也　写真・松橋利光
	 絵・こばようこ
おちばのしたをのぞいてみたら・・・	
	 皆越ようせい　写真と文
きつねのでんわボックス	
	 戸田和代・作　たかすかずみ・絵
歯がぬけた	
	 中川ひろたか・作　大島妙子・絵
ハロウィンナー	
	 さく　デーヴ・ピルキー
	 やく・かねはらみずひと
みんなげんきで七五三	
	 寺村輝夫・さく　いもとようこ・え
もりのてぶくろ
	 八百板洋子ぶん
	 ナターリヤ・チャルーシナえ

　

私
が
お
す
す
め
す
る
本
は
、

「
デ
ュ
ラ
ラ
ラ
」
で
す
。

　

理
由
は
、
設
定
が
お
も
し
ろ
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
非
日
常
に

あ
こ
が
れ
る
少
年
や
ヤ
バ
イ
患
者

専
門
の
闇
医
者
な
ど
、
ふ
つ
う
で

は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
人
物
設

定
で
、
お
も
し
ろ
い
で
す
。
そ
ん

な
人
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
こ
の
物

語
を
、
ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

図
書
室
か
ら

開
館
日　
火
曜
日
～
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
～
17
時

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
時
は

翌
日
）・
12
月
28
日
～
１
月
３
日

☎
２
３
７

−

０
０
５
８

おすすめ本

嘉島中学校１年

津﨑真里菜 さん

ホール催物案内	 平成26年９月30日現在

月 日 曜 ホール催し物 開演
時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

10 12 日 バレエスペースフューチャー発表２０１４ 15:30 無料 バレエスペースフューチャー       
☎ 382-5561

10 22 水 地域開催介護セミナー in 上益城　　　　　　　  
　　　豊かな老後をおくるための手助け 13:00 無料 熊本県介護実習・普及センター

☎ 354-3091

10 31 金 「ひびけ歌声」（嘉島中学校合唱コンクール） 13:00 無料 嘉島中学校	 ☎ 237-0014

11 2 日 嘉島町文化祭（作品展示） ― 無料
嘉島町文化協会	 ☎ 237-0058

11 3 月 嘉島町文化祭（舞台発表） 9:00 無料

11 6 木 上益城郡中学校音楽会 10:30 無料 嘉島中学校	 ☎ 237-0014

11 8 土 人権を考える町民の集い 13:00 無料 嘉島町教育委員会　社会教育課　
☎ 237-0058

11 9 日 スタイルダンスセンターパフォーマンスライブ 2014 15:00 無料 スタイルダンスセンター　　　　
☎ 202-4311

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

ア
ス
キ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス

電
撃
文
庫
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健　
康

風
し
ん
抗
体
検
査
が
無
料
で
受

け
ら
れ
ま
す

　

昨
年
、
大
流
行
し
た
風
し
ん
。
妊
娠

期
間
の
前
半
（
20
週
頃
ま
で
）
に
妊
婦

が
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
目
や
耳
、

心
臓
な
ど
に
障
が
い
を
も
っ
て
生
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
）。
そ
の
た
め
妊
娠
・
出
産

を
考
え
て
い
る
女
性
は
、
特
に
事
前
の

予
防
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

熊
本
県
で
は
無
料
で
風
し
ん
抗
体
検

査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
検
査

で
風
し
ん
に
対
す
る
免
疫
（
抗
体
）
を

持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
早
め
に
検
査
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
嘉
島
町
で
は
、
風
し
ん
の
抗

体
価
が
低
い
方
に
対
し
て
、
10
月
か
ら

風
し
ん
の
予
防
接
種
費
用
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
次
項
の
「
お
と

な
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
助
成
制

度
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

①�

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
者

②�

風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗

体
価
16
倍
以
下
及
び
Ｅ
Ｉ
Ａ
価
８
倍

未
満
）
妊
婦
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居

者
※�

風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
方
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が

あ
る
方
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
方
は
除
き
ま
す
。

○
実
施
時
期

　

２
月
28
日
（
土
）
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所　
　
　
　

☎
２
８
２

－

０
０
１
６

お
と
な
の
風
し
ん
予
防
接
種

費
用
助
成
制
度

　

風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、
予
防
接

種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
に
対
し
、

主
に
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
予

防
を
目
的
と
し
て
、
接
種
費
用
の
一
部

を
嘉
島
町
が
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
者
や
申
請
書
類
等
を
確
認
し
、

嘉
島
町
役
場
町
民
課
窓
口
で
直
接
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

嘉
島
町
に
住
民
票
を
有
す

る
方
で
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た

す
方
（
妊
娠
中
又
は
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
方
は
除
き
ま
す
）

①�

熊
本
県
が
実
施
す
る
「
熊
本
県
風
し

ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
お
い
て
、
予

防
接
種
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方

②�

過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
に
お
い
て

抗
体
価
が
低
い
（
Ｈ
Ｉ
抗
体
検
査
で

16
倍
以
下
及
び
Ｅ
Ｉ
Ａ
価
８
倍
未
満

相
当
）
と
判
断
さ
れ
た
妊
娠
を
希
望

さ
れ
る
方

※�

た
だ
し
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が

あ
る
方
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と

が
あ
る
方
を
除
き
ま
す
。

○
助
成
対
象
の
予
防
接
種

　

�

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
又
は
麻
し
ん
風
し

ん
（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
ワ
ク
チ
ン

○�

助
成
額　

７
０
０
０
円
を
上
限
と
し
、

対
象
者
が
負
担
し
た
額

○�

助
成
費
用
の
申
請
期
限　

平
成
27
年

３
月
31
日
（
火
）
ま
で
（
助
成
対
象

は
、
10
月
１
日
（
水
）
か
ら
３
月
31

日
（
火
）
ま
で
の
予
防
接
種
で
す
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
が
記
載
さ

れ
て
い
る
書
類
（
次
の
い
ず
れ
か
）

  
・�
熊
本
県
が
実
施
す
る
「
熊
本
県
風

し
ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
お
け
る
風

し
ん
抗
体
検
査
結
果
通
知
書

  

・�

過
去
の
風
し
ん
抗
体
検
査
結
果
が

分
か
る
書
類
（
母
子
手
帳
等
）

②
予
防
接
種
を
実
施
し
た
医
療
機
関
が

発
行
し
た
領
収
書
の
原
本

③
予
防
接
種
の
実
施
が
確
認
で
き
る
証

明
書
（
使
用
ワ
ク
チ
ン
が
確
認
で
き
る

予
防
接
種
済
証
も
し
く
は
問
診
票
の
コ

ピ
ー
な
ど
）

④
印
鑑
（
認
め
可
）

⑤
助
成
費
用
を
振
り
込
む
た
め
の
申
請

者
と
同
一
名
義
の
金
融
機
関
口
座
情
報

（
通
帳
等
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係　
　

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

無
料
歯
科
健
診
・
相
談

○
日
時　

　

10
月
26
日
（
日
）
９
時
～
16
時

○
場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本　

　
　
　
　

イ
オ
ン
店
内
１
Ｆ
催
事
場

　

ご
来
場
の
方
全
員
に
歯
ブ
ラ
シ
、
歯

磨
き
粉
、
風
船
、
お
も
ち
ゃ
等
、
多
数

の
景
品
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　

引
換
券
は
上
益
城
郡
歯
科
医
師
会
会

員
の
歯
科
医
院
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

当
日
引
換
券
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４
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第
４
回
高
齢
者
・
婦
人
合
同
学
級

　

専
門
の
講
師
の
先
生
を
招
い
て
健
康

づ
く
り
体
操
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
参
加
下
さ
い
。

○
日
時

　

10
月
24
日
（
金
）　

10
時
～
11
時
半

○
場
所　

嘉
島
町
民
体
育
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

上
益
城
地
域
が
ん
講
演
会
in
か
し
ま

　

い
ま
、
日
本
で
は
３
人
に
１
人
が

「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
熊
本

県
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
、
死
因
の

第
１
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
に
は
、
症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、
熊
本
県
で
約

30
％
と
い
ま
だ
低
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
の
普
及
と
が
ん
検
診
受
診
啓

発
を
目
的
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

10
月
26
日
（
日
）

　
　
　

14
時
～
15
時
半（
13
時
半
開
場
）

○
場
所　

嘉
島
町
民
会
館

○
内
容　

講
演「
が
ん
検
診
に
つ
い
て
」

　
　
　

～
知
っ
て
得
す
る
最
新
事
情
～

　

講
師　

熊
本
市
立
熊
本
市
民
病
院

　

呼
吸
器
内
科
医
長　

岸 

裕
人
先
生

○
参
加
料　

無
料

※
ロ
ビ
ー
で
は
「
が
ん
サ
ロ
ン
」
の
紹

介
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
展
示
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
御
船
保
健
所

☎
２
８
２

－

０
０
１
６

子
育
て

児
童
手
当
（
10
月
期
）
を
振
り

込
み
ま
し
た

　

平
成
26
年
６
月
分
～
９
月
分
の
児
童

手
当
は
、
10
月
10
日
（
金
）
に
そ
れ
ぞ

れ
希
望
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
例
年

通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る
方
は
窓

口
払
い
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

第
４
回
親
子
教
室

○
日
時　

　

11
月
７
日
（
金
）
10
時
～
12
時

○
場
所　

鯰
公
民
館

○�

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会
・

親
子
で
体
操
（
よ
う
か
い
体
操
）・

絵
本
に
親
し
も
う
・
簡
単
ク
ッ
キ
ー

作
り

○�

講
師　

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら

ん
ス
タ
ッ
フ

○�

参
加
費　

一
家
族
５
０
０
円
（
材
料

費
と
一
日
保
険
料
）

○
定
員　

先
着
８
家
族

○
申
込
締
切　

10
月
28
日
（
火
）

　

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了

　

※�

住
所
・
氏
名
（
お
子
さ
ん
も
）
及

び
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
７

－

１
３
４
７

お
お
く
す
ク
ラ
ブ
指
導
員
募
集
！

　

嘉
島
西
小
学
校
放
課
後
児
童
育
成
ク

ラ
ブ
（
お
お
く
す
ク
ラ
ブ
）
の
指
導
員

を
募
集
し
ま
す
。

　

お
お
く
す
ク
ラ
ブ
は
、
労
働
等
に
よ

り
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学

生
（
放
課
後
児
童
）
に
、
授
業
の
終
了

後
に
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与
え

て
、
健
全
な
育
成
を
図
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

○
仕
事
内
容　

学
童
保
育
の
指
導
員
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　

２
名
程
度

○
時
給　

７
５
０
円
か
ら
（
試
用
期
間

中
は
７
３
０
円
）
※
交
通
費
、
資
格
手

当
あ
り

○
条
件　

50
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
で
明

る
く
、
子
ど
も
が
好
き
な
方
。
保
育
経

験
の
あ
る
方
は
大
歓
迎
。

○
勤
務
時
間

・
平
日　

14
時
頃
（
放
課
後
）
～
19
時

・
土
曜　

８
時
半
～
17
時

※�

時
期
に
よ
り
若
干
異
な
り
ま
す
。
勤

務
時
間
は
、
相
談
に
応
じ
ま
す
（
週

１
～
３
日
可
）。

○
勤
務
地　
　

　

嘉
島
西
小
学
校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
（�

嘉
島
町
上
島
１
９
１
８

－

１　

嘉

島
西
小
学
校
敷
地
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
「
お
お
く
す
ク
ラ
ブ
」　　
　

☎
２
３
７

－

１
６
７
７

受
付
時
間
：
15
時
～
18
時
（
土
・
日
・

祝
日
除
く
）

★
小
学
生
低
学
年
の
児
童
を
対
象
に
体

験
学
習
や
昔
遊
び
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
く
だ
さ
る
方
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

一
斉
清
掃

10
月
26
日
（
日
）
は

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
日
で
す

　

美
し
く
住
み
よ
い
私
た
ち
の
町
の
道

路
、
河
川
敷
、
空
地
等
に
散
乱
し
て
い

る
ご
み
を
拾
い
、
自
分
達
の
手
で
き
れ

い
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ご
自
分
の
家
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、

ふ
だ
ん
気
付
か
な
い
よ
う
な
所
も
き
れ

い
に
し
て
地
域
の
環
境
美
化
に
協
力
し
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ま
し
ょ
う
。

○
粗
大
ゴ
ミ
収
集

　

10
月
26
日
は
、
町
内
一
斉
清
掃
に
併

せ
て
「
粗
大
ご
み
」
を
収
集
し
ま
す
。

　

必
ず
決
め
ら
れ
た
時
間
に
、
各
地
区

で
指
定
さ
れ
た
収
集
場
所
に
お
出
し
下

さ
い
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
さ

な
い
で
下
さ
い
。

　

例
年
、
タ
イ
ヤ
、
テ
レ
ビ
等
の
出
せ

な
い
物
も
見
受
け
ま
す
。
必
ず
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

☆
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
『
粗
大
ご
み
』
は
、
燃
え
な
い
ご
み

で
あ
っ
て
、
町
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な

い
大
き
さ
の
ご
み
で
す
。
町
指
定
ご
み

袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の
燃
え
る
ご
み

は
、
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
自
己

搬
入
し
て
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７

－

２
６
１
９

相　
談　

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

10
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

　

11
月
26
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７

－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！

消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
で
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２

－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２

－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７

－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４

－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７

－

７
２

－

３
１
３
３

※�

相
談
時
間
は
、９
時
～
16
時（
12
時
～

13
時
を
除
く
）で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７

－

１
１
１
２

無
料
調
停
相
談
会

○
日
時　

　
　
　

11
月
４
日
（
火
）
10
時
～
15
時

○
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

　
　
　
　

パ
レ
ア　

９
階　

会
議
室
１

○�

内
容　

多
重
債
務
、
損
害
賠
償
、
土

地
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
、
離
婚
、
慰
謝

料
、
相
続
な
ど

○
費
用　

無
料

○
定
員　

特
に
な
し

　

お
悩
み
の
方
は
ど
な
た
で
も
調
停
手

続
き
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
当
日
、
会
場

で
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
調
停
協
会
連
合
会

☎
３
５
５

－

６
１
２
１

無
料
登
記
相
談
所
設
（
予
約
制
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料
の
登

記
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、

土
地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・
相
続

等
の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
熊

本
地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

　

11
月
19
日
（
木
）
10
時
～
16
時

　
　
　
　
　
　
（
12
時
～
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
２
階
相
談
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４

－

２
１
４
５

音
声
案
内
②
→
①
→
②
を
押
し
、
御
船

相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト

秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射

○
期
日　

11
月
19
日
（
水
）

○
場
所
及
び
時
間

【
東
地
区
】

・
西
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

９
時
～
９
時
10
分

・
上
六
嘉
公
民
館　

　
　

９
時
20
分
～
９
時
半

・
北
甘
木
公
民
館

　
　

９
時
40
分
～
９
時
50
分

・
井
寺
公
民
館　

10
時
～
10
時
10
分
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・
下
六
嘉
公
民
館　

　
　

10
時
20
分
～
10
時
半

・
三
郎
無
田
公
民
館

　
　

10
時
40
分
～
10
時
50
分

・
東
小
学
校
正
門
前　

　
　

11
時
～
11
時
10
分

【
西
地
区
】

・
上
島
公
民
館　

13
時
半
～
13
時
40
分

・
鯰
公
民
館　

13
時
50
分
～
14
時

・
上
仲
間
公
民
館　

　
　

14
時
10
分
～
14
時
20
分

・
下
仲
間
公
民
館　

　
　

14
時
半
～
14
時
40
分

・
犬
渕
公
民
館　

14
時
50
分
～
15
時

・
高
田
公
民
館　

　
　

15
時
10
分
～
15
時
20
分

・
西
小
学
校
西
側
消
防
倉
庫
前

　
　

15
時
半
～
15
時
40
分

※
都
合
の
よ
い
場
所
で
受
け
て
下
さ
い
。

　

犬
を
飼
う
場
合
は
、
生
涯
１
回
の
登

録
と
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
予
防
注

射
が
飼
い
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
必
ず

年
１
回
の
予
防
注
射
を
受
け
て
下
さ
い
。

料
金
は
１
頭
当
り
３
０
７
０
円
で
す
。

登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
別
途
登
録
料

３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
飼
い
犬
が
病
気
や
体
調
不
良

の
場
合
は
、
か
か
り
付
け
の
獣
医
師
等

に
ご
相
談
の
上
、
注
射
を
受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７

－

２
６
１
９

公
開
講
座
『
家
庭
で
デ
キ
る
！

愛
犬
・
愛
猫
の
介
護
と
看
護
』

　

獣
医
療
の
進
歩
や
飼
養
方
法
の
変
化

に
よ
り
犬
や
猫
な
ど
の
伴
侶
動
物
の
寿

命
は
延
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
高

齢
化
や
認
知
症
が
現
れ
た
り
、
事
故
や

病
気
で
介
護
が
必
要
に
な
る
犬
猫
も
お

り
、
保
健
所
に
連
れ
て
来
ら
れ
る
飼
い

主
の
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
犬
猫
を
１
頭
で
も
少
な

く
し
、
動
物
愛
護
と
適
切
な
飼
育
に
つ

い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
の

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
16
日
（
日
）
13
時
～
15
時

○
場
所　

嘉
島
町
民
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　

会
議
室
１
・
２
・
３

○�

講
師　

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
ア
ニ
マ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー　

Ａ
Ｃ
Ｔ
～
熊
本
の
動
物
愛

護
を
考
え
る
会
～　

代
表　

増
子
元

美
○
定
員　

１
５
０
名

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

上
益
城
郡
動
物
愛
護
推
進
協
議
会

☎
２
８
２

－

０
０
６
２

　
　

御
船
保
健
所　

衛
生
環
境
課

☎
２
８
２

－

０
０
１
６

人　
権

11
月
８
日
開
催

人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

○
日
時　

11
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

○
場
所　

嘉
島
町
民
会
館
ホ
ー
ル

○
講
演　

　

演
題
「
あ
ー
よ
か
っ
た
な

　
　
　
　
　
　

あ
な
た
が
い
て
」

　
　

～
優
し
さ
と
い
う
温
か
い
貯
金
～

　

講
師　

教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

仲
島　

正
教　

氏

　

仲
島
さ
ん
は
、
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
、
若
手
教
師
を
対
象
に
「
授
業
づ

く
り
」
や
「
学
級
づ
く
り
」
等
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
く
か
た
わ
ら
、
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
全
国
各
地
で
講
演
す
る
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
動
。
講
演
は
、

「
人
権
教
育
」
や
「
子
育
て
」「
学
級
づ

く
り
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
年
間
２
０
０

回
を
超
え
る
ほ
ど
で
す
。

　

仲
島
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
講
演
を
ぜ

ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。
感
動
い
た
だ
け

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
小
中
学
生
の
発
表
や
コ
ッ

コ
ロ
隊
の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
教
育
委
員
会

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
相
手
と
の

信
頼
関
係
を
前
提
に
、
話
を
否
定
す
る

こ
と
な
く
、
き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
聴

く
技
術
を
身
に
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
こ
の
機
会
に
相
手
の
心
の
話
の

「
聴
き
方
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
講
師

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
く
ま
も
と

　
　
　

那
須
幸
氏
・
岩
崎
静
香
氏

○
日
時
（
３
回
シ
リ
ー
ズ
）

・
第
１
回　

11
月
７
日
（
金
）

・
第
２
回　

11
月
14
日
（
金
）

・
第
３
回　

11
月
28
日
（
金
）

　

い
ず
れ
も
13
時
半
～
16
時
半

○
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
階
大
会
議
室

○
対
象

・
原
則
３
回
参
加
可
能
な
方

・
町
内
在
住
で
こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
を
始
め
た
い
方

・
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て

　

い
る
方
で
興
味
が
あ
る
方

※
こ
の
養
成
講
座
修
了
者
は
、
嘉
島
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ご
登
録
い

た
だ
き
、
町
内
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
希
望
さ
れ
る
方
や
福
祉
施
設
で
活
動

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
受
講
料　

無
料
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○
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

○
申
込
締
切　

10
月
31
日
（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７

－

２
９
８
１

税
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
及

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年

金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合

と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
26

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た

保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分

や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収

証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領

収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
平

成
26
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の

２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
）

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て

い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７

－

２
５
７
４

白
色
申
告
の
方
の

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

　

個
人
の
確
定
申
告
（
白
色
）
の
方
で

事
業
所
得
（
農
業
含
む
）、
不
動
産
所

得
又
は
山
林
所
得
を
有
す
べ
き
業
務
を

行
う
全
て
の
方
は
、
平
成
26
年
１
月
か

ら
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
で

す
。

※
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
が
必
要
な
い
方
（
住
民
税
の
申
告
の

み
を
行
う
方
も
含
み
ま
す
）
も
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

保
存
制
度
の
詳
細
や「
記
帳
説
明
会
」

等
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
東
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門

　

☎
３
６
９

－

５
５
６
６

就
職
・
労
働

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
生
募
集
（
受
講
料
無
料
）

【
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】

○
受
講
対
象
障
が
い　

身
体
障
が
い
の

う
ち
下
肢
障
が
い
・
内
部
障
が
い
、
精

神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、
難
病
、
高

次
脳
機
能
障
が
い

○
定
員　

５
名

○�

内
容　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
等
）
の
基
本
知
識
や
技
能
の
習

得
及
び
就
職
支
援

○
募
集
期
間　

10
月
31
日
（
金
）
ま
で

○
訓
練
期
間

　

12
月
２
日
（
火
）
～
２
月
27
日
（
金
）

○
経
費　

　

テ
キ
ス
ト
代
８
０
０
０
円
程
度

○
訓
練
場
所　

㈲
ア
ト
ム
開
発

　
（
熊
本
市
南
区
江
越
２
丁
目
16

－

14
）

【
ビ
ジ
ネ
ス
技
能
資
格
取
得
科
（
在
職

者
訓
練
）】

○�

受
講
対
象
障
が
い　

身
体
障
が
い
の

う
ち
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・
内
部
障

が
い
、
精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、

難
病
、
高
次
脳
機
能
障
が
い

○
定
員　

５
名

○�

内
容　

仕
事
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
技

能
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
等
）
及
び

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
等

○
募
集
期
間　

10
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
募
集
終
了

○
訓
練
期
間

　

12
月
～
２
月
（
週
に
２
日
、
２
時
間

　

程
度
、
夕
方
の
実
施
を
予
定
）

○
経
費　

　

テ
キ
ス
ト
代
６
０
０
０
円
程
度

○
訓
練
場
所　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

ア
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と

（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
51

－

３
シ
テ
ィ
ビ
ル
水
前
寺
３
Ｆ
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８

－

０
１
２
１
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パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
改
正

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
法
が
変
わ
り
ま
す
。
主
な
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
公
正
な
待

遇
の
確
保

・
正
社
員
と
差
別
的
取
扱
い
が
禁
止
さ

れ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
対
象
範

囲
の
拡
大

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
待
遇
と
正

社
員
の
待
遇
を
相
違
さ
せ
る
場
合
は
、

職
務
の
内
容
、
人
材
活
用
の
仕
組
み
等

を
考
慮
し
て
、
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
納
得
性
を

高
め
る
た
め
の
措
置

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
い
入
れ

た
と
き
は
、
雇
用
管
理
の
改
善
措
置
の

内
容
に
つ
い
て
、
事
業
主
が
説
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
の
規
定
の
新
設

・
雇
用
管
理
の
改
善
措
置
の
規
定
に
違

反
し
て
い
る
事
業
主
が
、
厚
生
労
働
大

臣
の
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
厚
生

労
働
大
臣
は
事
業
主
名
を
公
表
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
改
正
に
つ

い
て
は
パ
ー
ト
労
働
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
（http://part-tanjikan.m

hlw
.go

.jp/

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
３
５
２

－

３
８
６
５

生
徒
募
集

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

◆
推
薦

○
資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）、

　

17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
活

　

動
等
に
顕
著
な
実
績
を
納
め
、
学
校

　

長
が
推
薦
で
き
る
者

○
受
付
期
間

　

11
月
１
日
（
土
）
～
12
月
５
日
（
金
）

○
試
験
期
日　

１
月
10
日（
土
）～
12
日

　
（
月
）の
い
ず
れ
か
１
日

○
合
格
発
表　

１
月
23
日
（
金
）

○
入
（
校
）
隊　

平
成
27
年
４
月
上
旬

◆
一
般

○
資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）、　

　

17
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　

11
月
１
日
（
土
）
～
１
月
９
日
（
金
）

○
試
験
期
日　

１
次:

１
月
24
日
（
土
）

　

２
次
：
２
月
５
日（
木
）
～
８
日（
日
）

○
合
格
発
表　

１
次:

１
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

最
終
：
２
月
20
日
（
金
）

○
入
（
校
）
隊　

平
成
27
年
４
月
上
旬

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

自
衛
隊
宇
城
募
集
案
内
所

☎
０
９
６
４

－

２
３

－

２
０
４
７

看
護
高
等
専
修
学
校
生
徒
募
集

○
募
集
人
員　

30
名

○
応
募
資
格　

中
学
卒
以
上
（
平
成
27

年
３
月
中
学
・
高
校
卒
業
見
込
み
の
方

含
む
。
男
女
・
年
齢
不
問
）

○
修
業
年
限　

２
か
年

○
出
願
書
類　

入
学
願
書
（
本
校
所
定

の
も
の
）・
調
査
書
（
最
終
卒
業
学
校

所
定
の
も
の
）

○
受
験
料

　

１
５
、０
０
０
円
（
出
願
時
に
納
入
）

○
願
書
受
付

　

12
月
１
日
（
月
）
～
12
月
24
日
（
水
）

○
試
験
日
時　

１
月
10
日
（
土
）

　

・
受
付　

９
時
～
９
時
15
分

　

・
試
験　

９
時
半
～
16
時

　
　
　
　
　
（
面
接
時
間
も
含
む
）

○
試
験
会
場　

　

下
益
城
郡
医
師
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル

○
試
験
科
目

　

①
筆
記
試
験　

　
　

国
語
・
算
数
（
中
学
卒
程
度
）

　

②
面
接

○
合
格
発
表　

１
月
16
日
（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

☎
０
９
６
４

－

３
３

－

７
４
７
４

農　
業

秋
の
農
作
業
事
故
防
止

　

実
り
の
秋
と
な
り
、
稲
、
大
豆
の
収

穫
、
麦
の
作
付
と
、
農
作
業
に
お
い
て

忙
し
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
春
の
収
穫

期
と
共
に
一
年
の
う
ち
で
最
も
農
作
業

事
故
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　

毎
年
、
熊
本
県
で
は
10
名
前
後
の
尊

い
命
が
農
作
業
事
故
に
よ
り
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
よ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
事
故
が
多
い
の
が

特
徴
で
す
。

　

次
の
点
に
気
を
つ
け
て
安
全
な
農
作

業
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○
農
作
業
安
全
の
実
践
・
確
認
項
目

・
機
械
や
道
具
の
点
検
、
整
備
の
実
施

・
適
度
の
休
憩
を
入
れ
た
無
理
の
な
い

　

作
業

・
農
道
、
路
肩
の
整
備
状
況
の
確
認

・
慎
重
な
ほ
場
へ
の
出
入
り
、あ
ぜ
超
え

・
点
検
、調
整
時
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
停
止

・
反
射
板
の
確
実
な
装
着

・
農
作
業
を
お
こ
な
う
場
所
を
事
前
に

家
族
に
連
絡

・
過
労
時
、
飲
酒
時
は
運
転
、
操
作
を

し
な
い

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
農
政
課
農
政
係

☎
２
３
７

－

２
６
２
９
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う
な
ぎ
採
捕
禁
止

　

う
な
ぎ
の
資
源
保
護
の
た
め
、
熊
本

県
内
全
域
で
、
10
月
１
日
か
ら
翌
年
３

月
31
日
ま
で
の
期
間
、
う
な
ぎ
の
採
捕

が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

◆
捕
獲
禁
止
の
概
要

○
採
捕
禁
止
の
水
産
動
物

　

全
長
21
㎝
を
超
え
る
う
な
ぎ

○
禁
止
期
間

　

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

○
禁
止
区
域

　

熊
本
県
内
の
海
面
及
び
内
水
面

○
対
象
者　

漁
業
者
・
遊
漁
者
を
は
じ

め
、
す
べ
て
の
方

　

従
来
か
ら
、
熊
本
県
内
水
面
漁
業
調

整
規
則
及
び
熊
本
県
漁
業
調
整
規
則
に

基
づ
き
、
年
間
を
通
じ
全
長
21
㎝
以
下

の
う
な
ぎ
は
採
捕
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課

☎
３
３
３

－

２
４
５
６

　
　

役
場
農
政
課
農
政
係

☎
２
３
７

－

２
６
２
９

土
地
取
引

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
等
し

た
と
き
は
、
契
約
後
に
権
利
取
得
者

（
買
主
）
が
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○
届
出
が
必
要
な
取
引　

売
買
、
交
換
、

売
買
予
約
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
等

○
届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

◆
都
市
計
画
区
域
（
嘉
島
町
全
域
）

・
市
街
化
区
域　
　
　
　

２
千
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
千
㎡
以
上

◆
都
市
計
画
区
域
外　

１
万
㎡
以
上

○
届
出
期
限　

契
約
（
予
約
含
む
）
締

結
日
か
ら
２
週
間
以
内（
締
結
日
含
む
）

○
届
出
窓
口　

土
地
の
所
在
す
る
市
町

村
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当
課

　

10
月
は
土
地
月
間
で
す
。
土
地
基
本

法
は
土
地
に
つ
い
て
の
４
つ
の
基
本
理

念
を
定
め
て
い
ま
す
。
土
地
の
有
効
利

用
を
住
民
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

一
、
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

二
、
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大

　
　

切
で
す

三
、
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ

　
　

ん

四
、
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求

　
　

め
ら
れ
ま
す

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７

－

２
６
４
１

　
　
　

熊
本
県
企
画
振
興
部
地
域
・

　
　
　

文
化
振
興
局
地
域
振
興
課

☎
３
３
３

－

２
１
８
１

祭
り
・
フ
ェ
ア

六
嘉
神
社
例
大
祭
と
獅
子
舞

　

県
下
に
知
ら
れ
る
六
嘉
の
獅
子
舞
と

六
嘉
神
社
例
大
祭
が
次
の
通
り
行
わ
れ

ま
す
。
獅
子
舞
は
、
熊
本
県
の
無
形
民

俗
文
化
財
の
指
定
第
１
号
で
す
。

○
例
大
祭

　

10
月
17
日
（
金
）
11
時
～

○
獅
子
舞
奉
納

　

10
月
18
日
（
土
）
13
時
～

　

漆
黒
の
秋
の
夜
空
に
舞
う
獅
子
の
舞

い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

康
寿
苑
祭
り

　

２
年
振
り
に
「
康
寿
苑
祭
り
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
域
の
方
々
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
、
多
数
の
出
店
、
メ
ニ
ュ
ー
も

豊
富
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
種
出
し
物

や
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ご

家
族
揃
っ
て
遊
び
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

11
月
２
日
（
日
）　

10
時
～

○
場
所　

康
寿
苑
敷
地
内

○
催
し
物　

各
種
出
し
物
、
抽
選
会
、

　

各
種
店
舗

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
苑
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

康
寿
苑
祭
り
実
行
委
員
会

☎
２
３
７

－

３
０
０
１

上
益
城
「
消
防
フ
ェ
ア
２
０
１
４
」

○
期
日　

　

10
月
18
日
（
土
）
10
時
～
14
時

　

※
雨
天
決
行

○
場
所　

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
特
設
会
場

○
主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
～
劇
団
上
消
寸
劇
～

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
先
着
２
０
０
名
）

・
緊
急
救
助
訓
練
（
救
助
隊
と
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
と
の
合
同
訓
練
）

・
緊
急
法
の
実
演
と
指
導
（
人
形
を

使
っ
て
行
う
実
際
の
救
助
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
操
作
）

・
健
康
相
談
・
体
力
測
定
（
保
健
師
に

よ
る
健
康
相
談
）

・
消
防
車
両
展
示
（
消
防
車
や
救
急
車

に
実
際
に
乗
っ
て
み
よ
う
）

・
ミ
ニ
消
防
車
試
乗
（
ミ
ニ
消
防
車
に

消
防
服
を
着
て
乗
ろ
う
）

・
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
火
災
の
時
の
煙

の
怖
さ
を
実
際
に
体
験
）

・
消
火
器
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
水
消
火
器

で
標
的
倒
し
に
挑
戦
）

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
及
び
防
炎
物
品
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展
示
（
最
新
防
炎
機
器
展
示
・
相
談
）

・
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
成
（
紙
で
消

防
車
や
救
急
車
を
作
ろ
う
）

・
消
防
の
絵
画
展
（
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

園
児
が
描
い
た
約
２
７
０
点
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課　

警
防
係

☎
２
８
２

－

１
９
６
９

航
空
路
線

熊
本
県
初
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
就
航

　

東
京
（
成
田
）、
名
古
屋
（
中
部
）、

大
阪
（
関
西
）
の
３
大
都
市
と
熊
本
を

結
ぶ
、
格
安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
ジ

ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
航
空
路

線
が
10
月
26
日
か
ら
就
航
し
ま
す
。

○
運
航
区
間
、
便
数
及
び
運
賃

▽�

熊
本
～
東
京
（
成
田
）、
１
日
２
便

（
往
復
）
６
６
９
０
円
～
▽
熊
本
～

名
古
屋
（
中
部
）、
１
日
２
便
（
往

復
）
６
２
９
０
円
～
▽
熊
本
～
大
阪

（
関
西
）、
１
日
２
便
（
往
復
）
５
２

９
０
円
～

　

フ
ラ
イ
ト
予
約
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
又
は
ロ
ー
ソ
ン
の
店
頭
端
末Loppi

が
便
利
で
す
。
詳
細
は
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jetstar.com

/jp/ja/
hom
e

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　

熊
本
県
企
画
振
興
部
交
通
政
策
課

☎
３
３
３

－

２
１
６
５

熊
本
～
台
湾
・
高
雄
線

定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
就
航

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
か
ら
台
湾
へ
の

直
行
便
が
実
現
。
皆
様
の
ご
利
用
で
、

定
期
便
化
へ
。

○
期
間　

10
月
26
日
（
日
）
～
３
月
末

○
便
数　

週
３
便
（
毎
週
火
、
金
、
日
）

○
時
間
（
予
定
）

・
高
雄
→
熊
本
６
時
55
分
→
10
時
10
分

・
熊
本
→
高
雄
11
時
10
分
→
13
時
00
分

○
取
扱
旅
行
会
社　

　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
熊
本
支
店
、
九
州
産
交

ツ
ー
リ
ズ
ム
、
阪
急
交
通
社

○
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
助
成
制
度

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
内
駐
車
場
無
料

（
上
限
有
）、
６
名
以
上
団
体
利
用
５
千

円
／
人
を
助
成

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振
興
協
議

会
事
務
局
（
熊
本
県
交
通
政
策
課
内
）

☎
３
３
３

－

２
１
６
５

阿
蘇
く
ま
も
と
～
ソ
ウ
ル
線

定
期
便
就
航
中

○
便
数　

週
３
便
（
毎
週
月
、
木
、
土
）

○�

時
間　

◇
熊
本
→
ソ
ウ
ル
▽
月　

17

時
30
分
→
19
時
00
分
▽
木
・
土　

12

時
20
分
→
13
時
50
分
◇
ソ
ウ
ル
→
熊

本
▽
月　

15
時
00
分
→
16
時
30
分
▽

木
・
土　

９
時
50
分
→
11
時
20
分

○
航
空
会
社　

　

ア
シ
ア
ナ
航
空
熊
本
支
店

○
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
助
成
制
度

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
内
駐
車
場
無
料

（
上
限
有
）、
６
名
以
上
団
体
利
用
５
千

円
／
人
を
助
成

※
ソ
ウ
ル
（
仁
川
空
港
）
経
由
で
他
の

国
・
地
域
に
渡
航
さ
れ
る
場
合
も
対
象

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振
興
協
議

会
事
務
局
（
熊
本
県
交
通
政
策
課
内
）

☎
３
３
３

－

２
１
６
５

火
災
予
防

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
発
生
を
防
ぎ
、
高
齢
者
等
を
中
心

と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
ら
す
と
と
も

に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

○�

防
火
標
語　
『
も
う
い
い
か
い　

火

を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
』

○�
実
施
期
間　
　

11
月
９
日
（
日
）
～

11
月
15
日
（
土
）
ま
で
の
７
日
間

○
重
点
目
標

・
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

・
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

・
特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防
火

安
全
対
策
の
徹
底

・
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対
す

る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹
底

○
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！

　

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

▽
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

▽
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
報
知
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
災
品
を
使

用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
化
器
等
を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

※�

家
庭
や
職
場
、
地
域
ぐ
る
み
で
火
の

用
心
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

上
益
城
消
防
本
部　

嘉
島
町
消
防
団

農業者年金
知って得する知って得する

女性農業者の
皆さんご存じですか？

Ｑ：Ｑ：農業者年金には税制面で何かメリットはありますか？
Ａ：

　加入者が支払った保険料は、納税申告の際、その全額が社会保険料控除の対象となりますので、所
得税・住民税が節税になります。
　節税額は適用される税率や保険料額によって差がありますが、支払った保険料の15％以上にな
ります。
　また、保険料などの年金資産は農業者年金基金が運用していますが、その運用収益は非課税です。
　さらに、将来受け取る農業者年金は、公的年金等控除の対象となり、65歳以上の方であれば、公的
年金等の合計額が120万円までは非課税です。
　つまり、公的年金として入口から出口まで税制面の優遇措置が付いています。

お支払いいただいた保険料は全額社会保険料
控除の対象になるので税金が安くなります！

農業者年金には、①国民年金の第１号被保険者で、②年間60日以上農業に従事する、③60歳未満の方ならどなたでも加入できます。

●農業者年金に関するご相談については、最寄りのＪＡか農業委員会または農業者年金基金にお問い合わせください。

独立行政法人

農業者年金基金
〒105-8010　東京都港区西新橋1-6-21　NBF虎ノ門ビル５Ｆ
電話：03（3502）3942　FAX：03（3592）2660

h t t p : / /www . n ounen . g o . j p /

No.3

一人ひとりの農業者を応援する農業者年金に加入しましょう！

（注）保険料支払後も保険料支払前と適用される税率に変更がないものとして試算しています。

 加入者の支払った保険料が   

 月額１万円 月額２万円 月額５万円 月額6.7万円

15% １万８千円 ３万６千円 ９万円 12万１千円

20% ２万４千円 ４万８千円 12万円 16万１千円

30% ３万６千円 ７万２千円 18万円 24万１千円

（年額12万円）
の場合

（年額60万円）
の場合

（年額24万円）
の場合

（年額80.4万円）
の場合

保険料支払いによる節税効果（所得税・住民税）試算 奥様などご家族の方の保険
料を、ご主人が自身の保険
料と併せて支払った場合も、
そのすべての保険料額がご
主人の社会保険料控除の
対象になります。

 

税 

率
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農業者年金
知って得する知って得する

女性農業者の
皆さんご存じですか？

Ｑ：Ｑ：農業者年金には税制面で何かメリットはありますか？
Ａ：

　加入者が支払った保険料は、納税申告の際、その全額が社会保険料控除の対象となりますので、所
得税・住民税が節税になります。
　節税額は適用される税率や保険料額によって差がありますが、支払った保険料の15％以上にな
ります。
　また、保険料などの年金資産は農業者年金基金が運用していますが、その運用収益は非課税です。
　さらに、将来受け取る農業者年金は、公的年金等控除の対象となり、65歳以上の方であれば、公的
年金等の合計額が120万円までは非課税です。
　つまり、公的年金として入口から出口まで税制面の優遇措置が付いています。

お支払いいただいた保険料は全額社会保険料
控除の対象になるので税金が安くなります！

農業者年金には、①国民年金の第１号被保険者で、②年間60日以上農業に従事する、③60歳未満の方ならどなたでも加入できます。

●農業者年金に関するご相談については、最寄りのＪＡか農業委員会または農業者年金基金にお問い合わせください。

独立行政法人

農業者年金基金
〒105-8010　東京都港区西新橋1-6-21　NBF虎ノ門ビル５Ｆ
電話：03（3502）3942　FAX：03（3592）2660

h t t p : / /www . n ounen . g o . j p /

No.3

一人ひとりの農業者を応援する農業者年金に加入しましょう！

（注）保険料支払後も保険料支払前と適用される税率に変更がないものとして試算しています。

 加入者の支払った保険料が   

 月額１万円 月額２万円 月額５万円 月額6.7万円

15% １万８千円 ３万６千円 ９万円 12万１千円

20% ２万４千円 ４万８千円 12万円 16万１千円

30% ３万６千円 ７万２千円 18万円 24万１千円

（年額12万円）
の場合

（年額60万円）
の場合

（年額24万円）
の場合

（年額80.4万円）
の場合

保険料支払いによる節税効果（所得税・住民税）試算 奥様などご家族の方の保険
料を、ご主人が自身の保険
料と併せて支払った場合も、
そのすべての保険料額がご
主人の社会保険料控除の
対象になります。

 
税 
率
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交
通
事
故
増
加

　
　

車
上
狙
い
も
増

（
前
年
比
）

　

嘉
島
町
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
（
け

が
有
）
件
数
は
９
月
ま
で
の
累
計
で
76

件
。
前
年
に
比
べ
て
22
件
増
え
て
い
ま
す
。

　

刑
法
犯
は
車
上
狙
い
が
３
件
増
。
車

の
施
錠
は
し
っ
か
り
し
て
、
車
内
に
貴

重
品
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

10 月 の 納 税 等 11 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税 	  ③期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }	 ⑥期
介護保険料
保　育　料 	  10月分
下水道使用料 	  9月分
納期限日（口座振替日）
　　平成26年10月31日（金）

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }	 ⑦期
介護保険料
保　育　料 	  11 月分
下水道使用料 	  10 月分

納期限日（口座振替日）
　　平成26年12月１日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

10月22日
11月12日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 26 年９月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H26.9 7 33 0 0 2 1 1 1

H26 累計 76 517 2 1 20 12 3 10

前年比 ＋22 -32 0 ＋1 -18 ＋3 -7 -13

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H26.9 28 154 1 0 3 2 2 2

H26 累計 204 1524 17 1 30 39 6 24

前年比 -45 -9 -2 -1 -25 ＋8 -16 -19

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

全国地域安全運動	 10月11日（土）～10月20日（月）

「みんなでつくろう安全・安心の街」をスローガンに
全国一斉の地域安全運動が実施されます。
　この運動は、地域住民、行政、各種団体、警察が
連携して、犯罪のない安全で安心して暮らすことので
きる街をつくろうという運動です。

特殊詐欺撲滅！！
　特殊詐欺とは、オレオレ詐欺、還付金等詐欺、架空請求詐欺、融資保
証金詐欺、金融商品等取引名目詐欺、ギャンブル必勝法情報提供名目詐
欺、異性との交際あっせん名目詐欺等の総称です。
　被害件数及び被害総額ともに前年より増加しています！
　県内での被害者の半数以上が 65 歳以上の高齢者です。
　不審な電話や請求があったら、「現金を渡す前」「振り込む前」に、家
族や警察に相談しましょう。

★家族の絆で詐欺を撃退　電話の声だけでは見抜けません！　家族

で「合言葉」などの約束事を事前に決めておきましょう！

★留守番電話大作戦　在宅時でも留守番電話にしておけば、詐欺の犯

人と話をしなくてすむため、被害に遭わず安心です！
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人
権
問
題
の

　
　
　
正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その271〕

　
「
障
が
い
者
の
人
権
」

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は
、「
人
権
」

と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、

「
あ
る
日
の
出
来
事
」
を
通
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●「
ま
ち
」か
ら
、「
心
」か
ら

　
　
　
　
　

バ
リ
ア
を
な
く
そ
う

「
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場
で
」

　

車
イ
ス
を
使
う
ま
ち
こ
さ
ん
は
、

自
動
車
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
お

で
か
け
好
き
の
お
姉
さ
ん
。
今
日

は
手
づ
く
り
料
理
を
ふ
る
ま
っ
て

く
れ
る
と
い
う
の
で
、
私
も
買
い

物
を
手
伝
う
こ
と
に
し
た
。
行
き

先
は
、
私
も
よ
く
行
く
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
２
台
分
あ
る
障
が

い
者
用
駐
車
場
に
止
め
よ
う
と
す

る
と
、
な
ん
と
両
方
と
も
駐
車

中
！

　

し
ば
ら
く
待
っ
て
い
る
と
、
一

人
の
男
が
走
っ
て
き
た
。「
ご
め

ん
、
ご
め
ん
。
ち
ょ
っ
と
急
い
で

い
た
も
ん
で
」

　
「
よ
く
あ
る
こ
と
な
の
よ
。
で

も
、
こ
れ
で
駐
車
で
き
る
の
ね
」

と
ま
ち
こ
さ
ん
。

　

つ
づ
い
て
車
を
降
り
た
ま
ち
こ

さ
ん
の
前
に
現
れ
た
の
は
、
ス

ロ
ー
プ
の
登
り
口
を
ふ
さ
ぐ
自
転

車
の
群
れ
。
そ
れ
を
一
台
ず
つ
動

か
し
な
が
ら
、
つ
く
づ
く
考
え
た
。

い
つ
も
利
用
し
て
い
る
の
に
、
私

も
全
然
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
！　

障
が
い
者
用
の
駐
車
場
や
ス
ロ
ー

プ
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
使
い
や

す
く
す
る
の
も
使
い
に
く
く
す
る

の
も
、
人
な
ん
だ
な
ぁ
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
日
常
生
活

や
社
会
生
活
か
ら
、
取
り
除
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
様
々
な
障
壁

（
バ
リ
ア
）
が
あ
り
ま
す
。

　

バ
リ
ア
に
は
、
道
路
の
段
差
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
不
備
な
ど
「
目

に
見
え
る
バ
リ
ア
」
だ
け
で
な
く
、

障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
へ
の

駐
車
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
上
へ
の
駐

輪
と
い
っ
た
理
解
の
な
い
行
動
や
、

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
誤
解

や
偏
見
と
い
っ
た
「
目
に
見
え
な

い
バ
リ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
い
き
い
き
と
「
と
も
に
生
き

る
」
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
ま
ち
」
か
ら
、
そ
し
て
み
ん
な

の
「
心
」
か
ら
バ
リ
ア
を
な
く
す

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

啓
発
資
料
よ
り
）

人権の重要課題の現状 等

 現 状
　同和問題は、日本固有の人権問題であり、憲法
で保障する基本的人権の侵害に関わる重大な問題
です。
　住宅や道路などの生活環境をはじめとする物的
な基盤整備については、これまでの取組みにより、
大きく改善されましたが、就労の安定や学力保障
など残された課題もあり、また、結婚や就職時に
おける差別の問題も、依然として存在しています。
　近年においては、インターネットを利用した差
別情報の掲載なども大きな問題です。

 課 題
●同和問題に対する正しい理解の促進
●同和問題の解決に向けた市町村や企業等との連携
　　など

 現 状
　地域での生活を希望している障がい者が多い一
方、障がい者に対する誤解や偏見、理解のない行
動などがいまだに多く存在しています。
　さらには、障がい者に対する財産の侵害や障が
い者を狙った犯罪なども発生しています。
　学校においては、共生社会の基礎となる「特別
支援教育」を推進しています。

 課 題
●�障がいについての正しい理解を得られるような

啓発活動への取組み
●�成年後見制度の普及や地域福祉権利擁護セン

ターの充実
●やさしいまちづくりの推進
●就労に関する支援
●�教育上特別の支援を必要とする児童・生徒等

に対する支援体制の整備
●障がい者の権利擁護の推進　　など

 現 状
　国際化の進展に伴い、外国との人的物的交流が
拡大する中、異なる民族・国・地域・文化等につ
いて、正しい理解がなされていないことなどによ
り、就労差別や入居・入店拒否などの差別事例が
発生しています。
　また、伝統的な価値観を有する地域社会の中で、
外国人や異文化と接する場合は、閉鎖的になりが
ちな傾向にあります。

 課 題
●�外国人との相互理解を深めるための啓発活動や

交流事業の充実
●�外国人からの様々な分野にわたる相談に的確に

対応するための体制の整備　　など

同和問題

外国人の人権

障がい者の人権

（熊本県人権啓発資料より）
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

いろどり鮮やか♪ 栄養たっぷり♪

サーモンの牛乳煮パスタ添え
〈材料〉	 （2人分）
サーモン（甘塩）	2切れ
玉ねぎ	 中1/3個
にんじん	 1本
ちんげん菜	 1/2株
しめじ	 30g
水	 70cc
牛乳	 200cc
シチューの素	 1片
塩コショウ	 少々
パスタ	 50g 
オクラ	 2本
ミニトマト	 4個

① �玉ねぎは芯をつけてくし切りにし、2片にする。
② �にんじんは4cmくらいの長さに切って縦 4～ 6等
分し、面取りをする。

③ �チンゲン菜は縦に切り、よく洗い、湯通しする。
④ �しめじは石づきを取り、小房に分ける。
⑤ �オクラはさっと湯がいて斜め切りにしておく。
⑥ �鍋に水と人参を入れ、ひとふきした後、シチューの
素を入れる。煮立ったら、サーモン・玉ねぎ・しめ
じを入れて中火で煮る。具材に火が通ったら1/2
の量の牛乳を加え、弱火でコトコト煮た後、残りの
牛乳を様子を見ながら加え、塩コショウで味を整え、
チンゲン菜を加えて火を止める。

⑦ �別の鍋でパスタをゆがく。（⑥と同時進行）
⑧ �⑥を皿の片側に盛り付け、残った煮汁に、オクラと
4等分したミニトマトを入れ、一煮立ちさせ、⑦の
パスタを加えて混ぜ、もう片側に盛り付ける。

（エネルギー325kcal、たんぱく質28.2g、塩分2.0g、
カルシウム185mg）

これから寒くなってきて冷たい牛乳を飲むのはちょっと…という
方は、料理の中に工夫してとり入れてみるのはいかがでしょうか？
また、牛乳が苦手という方も下記の蒸しパンは気軽に食べること
ができる調理法です♪

レーズン蒸しパン
〈材料〉	 （2人分）
ミックス粉	 150g
スキムミルク	 100g
牛乳	 85cc
薄力粉	 大さじ１
砂糖	 大さじ 1
卵	 1 個
レーズン	 適宜

① �ボールに卵と砂糖、牛乳を入れ、泡だて器で混ぜる。
② �①にミックス粉と薄力粉を加え、さらに混ぜ合わ
せる。

③ �容器の七分目まで②の生地を入れ、真ん中にレー
ズンをのせる。

④ �蒸し器で 15分間蒸す。（箸または竹串を刺して何
も付かなければできあがり）

（�エネルギー191kcal、たんぱく質8.7g、塩分0.4g、カ
ルシウム213mg）

☝今夜のおかずにもう一品♪

嘉島町食生活改善推進員協議会

牛乳をふんだんに !!
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Trip to Ashikita ♪
　I went to Ashikita beach with some other 
ALTs from Kumamoto in September. It was a 
lot of fun ! I met lots of nice people and got to 
explore a new part of Kumamoto. I drove down 
with a friend from Mifune, and driving through 
Kumamoto was so pretty! I can’t wait to see 
more of the prefecture.
　When we got to Ashikita we went to park 
where they have roller luge and zorbing. I did 
roller luge for the first time, and it was awesome. 
I didn’t do the zorbing though, since it was ch
illy and I didn’t want to get wet. Some time I 
plan to go back to the park and try zorbing th
ough. 
　After the park, we went to the camp ground. 
We stayed in cabins by the beach and had 
barbeque at night. Since I’m vegetarian I didn’t 
bring any meat to barbeque, but I made veggie 
pizzas. It was actually quite delicious! It was a 
wonderful weekend, but I’m happy to be back 
in Kashima. 

芦北旅行♪
　私は、９月に熊本県内のALT達と芦北の海へ
行きました。とても楽しかったです！たくさん優
しい人に出会って、熊本県の新しい場所を探検し
ました。御船町の友達と車で行ったのですが、車
の中から見た風景は、とてもきれいでした！これ
から熊本県内をたくさん探検することが楽しみで
待ちきれません。
　芦北に着いてから、ローラーリュージュとゾー
ブのある公園（芦北海浜総合公園）へ行きました。
ローラーリュージュは初めてで、すごかったです。
ゾーブはしなかったのですが、今度また公園へ
行って、ゾーブをしてみるつもりです。
　公園を出て、キャンプ場へも行きました。海の

近くにある船室に泊まって、夜にバーベキューを
しました。私はベジタリアンなので、肉は食べま
せんでしたが、野菜ピザを作って食べました。お
いしかったです！素晴らしい週末が過ごせたので
すが、帰って来て、やっぱり嘉島町の方が素敵だ
と思いました。

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ
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数里未だ天明ならず

増井るり子さん
（鯰）

冨士登常子さん
（北甘木）

ス
イ
ス
に
て
孫
の
飼
う
シ
ェ
パ
ー
ド「
雪
ち
ゃ
ん
」は
写
真
に
知
る
の
み
会
い
た
く
思
う	

稲
井
千
代
乃

白
内
障
の
手
術
す
る
こ
と
決
め
に
け
り
針
の
耳

み
ん
ず

が
見
え
る
気
が
し
て	

北
澤
喜
美
子

訪
れ
る
人
も
無
き
ま
ま
吉
野
ヶ
里
吹
き
来
る
風
は
噴
丘
墓
越
え
て	

栗
﨑
　
房
子

各
々
が
手て

様ざ
ま

ま
じ
え
て
魚
捕
る
手
づ
く
り
道
具
の
談
義
始
ま
る	

栗
﨑
　
廉
子

勤
め
て
い
し
こ
ろ
に
作
れ
る
わ
が
文
書
昔
の
友
に
逢
っ
た
気
が
す
る	

工
藤
　
明
子

緑
田
に
さ
ざ
波
た
て
て
過
ぎ
て
行
く
風
に
は
水
の
匂
い
が
あ
り
ぬ	

境
　
　
益
代

芋
の
葉
に
転
べ
る
露
を
墨
す
り
て
子
等
と
短
冊
書
き
し
七
夕	

榊
原
レ
イ
子

顎
ひ
げ
の
白
が
ま
さ
り
て
し
み
じ
み
と
こ
れ
が
末
っ
子
歳
月
い
と
し	

立
石
　
　
史

熱
中
症
案
じ
な
が
ら
に
捜
し
た
と
友
は
来
た
れ
り
胡
麻
刈
り
を
れ
ば	

津
出
ト
ヨ
子

台
風
の
過
ぎ
て
八
月
老お

い

の
身
に
ひ
た
す
ら
の
び
る
爪
と
頭
髪	

三
池
　
淑
恵

深
緑
の
五
ヶ
瀬
の
山
の
連
な
る
を
グ
ラ
ス
に
透
か
し
ワ
イ
ン
を
注
ぐ	

本
住
　
晴
美

中路　美穗さん
（上島）
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９
月
は
敬
老
行
事
が
続
き
ま
し
た
。

　

百
歳
表
彰
で
は
５
人
の
方
に
お
会
い
し
ま
し

た
が
、
こ
の
う
ち
自
宅
で
お
暮
ら
し
の
男
性
は
、

毎
朝
の
散
歩
と
カ
ラ
オ
ケ
が
楽
し
み
と
の
こ
と
。

誠
に
お
元
気
で
し
た
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
女
性
86
歳
、
男
性

80
歳
。
一
方
で
、
健
康
で
元
気
に
生
活
で
き
る

健
康
寿
命
は
、
女
性
74
歳
、
男
性
71
歳
。
二
つ

の
寿
命
の
差
は
男
女
と
も
10
年
ほ
ど
。
こ
の
期

間
は
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
高
齢
化
が
進
ん
で
社
会
保
障
負
担
の
増
加

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
差
を
縮
め

る
こ
と
は
、
社
会
保
障
の
軽
減
と
、
お
年
寄
り

本
人
の
幸
せ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
内
の
70
歳
以
上
の
お
年
寄
り
は
１
７
６
３

人
。
百
歳
以
上
は
８
人
。「
健
康
で
長
生
き
」

は
お
め
で
た
い
こ
と
で
す
。

意

輪

　

島
村　

武　

様
（
滝
河
原
）

　

西
山
千
鶴
子　

様
（
滝
河
原
）

　

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　

平
成
26
年
９
月
19
日
現
在

一　

般　

寄　

付

９月の
　　 町長の動き

荒木町長談

1 日	 ・庁内常会及び課長会議

	 ・熊本中央広域事務協議会関係町村長会議

2日	 ・九州中央自動車道建設促進地方大会

3日	 ・全国町村会正副会長会

	 ・「町村の振興を考える会」発足式

4日	 ・全国町村会正副会長会

	 ・全国自治協会理事会及び全国町村職員生活協同
組合理事会

	 ・全国町村会理事会

	 ・政務調査会行政委員会

5日	 ・第 3回嘉島町議会定例会　～ 9日

8日	 ・課長会議

9日	 ・金婚夫婦表彰伝達

	 ・第８師団長陸将山之上哲郎氏着任歓迎の宴

10 日	・嘉島町敬老会

	 ・松尾新吾九州経済連合会名誉会長を囲む夕食会

11 日	・百歳表彰状伝達

12 日	・国民年金基金来庁応対

	 ・嘉島町金婚夫婦表彰式及び結婚 50 周年記念
表彰式

	 ・東部台地協議及び交流会

16 日	・課長会議

	 ・嘱託員会議

17 日	・国民年金基金代議員会

	 ・嘉島町体育協会役員会

20 日	・第 69 回熊本県民体育祭開会式

22 日	・秋の全国交通安全運動に伴う激励巡視

	 ・課長会議

	 ・津奈木町長面会

	 ・町村議長会会長面談

24 日	・国保中央会臨時理事会及び総会

25 日	・上益城地区社会人権教育研究集会

	 ・第 69 回国民体育大会「長崎がんばらんば国体」
熊本県選手団結団式

28 日	・下仲間区グラウンドゴルフ大会

29 日	・課長会議

30 日	・御船地区衛生施設組合管理者会議及び議会

100 歳表彰で訪問した康寿苑の敬老会で

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ

い
。」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

島
村　

武　
　

様
（
滝
河
原
）

　
　
　

亡　

壽
ヱ　

様

　

伊
藤　

英
子　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

敬
一　

様

　

西
山
千
鶴
子　

様
（
滝
河
原
）

　
　
　

亡　

正
明　

様

　

下
山　

正
二　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

ハ
ツ
コ　

様

　

榮　
　

夏
美　

様
（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

章　

様
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嘉島町の人口動態
平成26年9月30日現在

（前月比）

人   口 9,100 人　

　男　　 4,370 人　

　女　　 4,730 人

世帯数　 3,347 世帯　（－ １）

  

  

  

  
 
  

  

  

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

お兄ちゃん 大好き
ご両親：田中 誠仁さん・絹枝さん（上島）

広報かしま2014.10

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に楽しみながら活動されるているグループや個人を
紹介します。掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
は
、
早

朝
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
世
話
に

な
り
し
た
。
10
月
15
日
か
ら
は
「
ひ
の

く
に
ピ
カ
ピ
カ
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
没
が
早
ま
る
に
つ
れ
、
夕
暮
れ
時
か

ら
夜
間
の
交
通
事
故
も
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
前
消
灯
の

早
め
点
灯
を
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
方

は
反
射
材
の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ち
な
み
に
10
月
中
旬
は
17
時
20
分
が
早

め
点
灯
の
目
安
時
刻
で
す
。 

（
係
）

　第12回御船警察署管内４町対抗安全運転競技大会に出場した嘉島町老人会選抜チームの皆さん。
普段は、各単位老人会ごとに笑顔で登下校時の見守り活動などを行っていますが、この日は緊張した面
持ちで競技に挑みました。団体優勝はなりませんでしたが、個人総合で中山忍さん（上仲間）が見事優
勝。競技を通じて安全運転技能の向上と交通道徳の高揚を図りました。

田中　力誠（りせい）くん

平成24年11月30日生

10月12日（日） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６
10月13日（月・祭）大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎２８２－３９００
10月19日（日） 香田整形外科（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１
10月26日（日） 小糸整形外科（御船町）
  ☎２８２－００５０
11月  2日（日） たなか内科眼科（嘉島町）
  ☎２３５－７２３５
 古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
11月  3日（月・祭）さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
  ☎２３７－４１３３
11月  9日（日） よしむら内科・循環器科（嘉島町）
  ☎２３５－７７７３
11月16日（日） からしま小児科（嘉島町）
  ☎２３５－６３３３

　（＋ ２）

　（－ ５）

　（－ ３）

９月号掲載の大塚梨央ちゃんは、「平成22年11月27日生」でした。
おわびして訂正します。


